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は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
宋
の
人
で
あ
る
蕭
常
が
著
し
た
『
續
後
漢
書
』
諸
葛

亮
傳
贊
に
見
え
る
諸
葛
亮
評
価
に
関
す
る
部
分
を
主
な
手
が
か
り
と

し
た
、
蕭
常
の
三
国
論
お
よ
び
正
統
論
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
筆

者
は
、
蕭
常
『
續
後
漢
書
』
を
手
が
か
り
と
し
た
南
宋
に
お
け
る
正

統
論
の
展
開
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
本
稿
は
そ

の
一
環
で
あ
る
。本
研
究
の
全
体
的
な
問
題
関
心
な
ど
に
つ
い
て
は
、

田
中
靖
彦
・
石
井
仁
・
中
本
圭
亮
「
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
の
基
礎
的

研
究
─
序
お
よ
び
四
庫
提
要
の
分
析
を
中
心
に
─
」（『
實
踐
國
文
學
』

九
七
、二
〇
二
〇
年
。
以
下
、「
前
稿
一
」
と
呼
称
）、
お
よ
び
、
田

中
靖
彦
・
石
井
仁
「
蕭
常
『
續
後
漢
書
』
昭
烈
皇
帝
紀
に
つ
い
て
の

覚
書
」（『
實
踐
國
文
學
』
九
九
、二
〇
二
一
年
。
以
下
、「
前
稿
二
」

と
呼
称
）
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返

さ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
三
国
論
の
中
で
も
と
く
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
諸
葛
亮
評
価
に
論
点
を
絞
り
、
蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮

傳
の
末
尾
に
み
え
る
贊
の
分
析
を
通
し
て
、
蕭
常
が
諸
葛
亮
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
を
論
じ
、
ひ
い
て
は
南
宋
に
お
け
る
三
国

論
の
論
者
間
に
お
け
る
影
響
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ

る（
１
）。

一
．
諸
葛
亮
評
価
に
関
わ
る
箇
所
の
構
成

蕭
常
『
續
後
漢
書
』
に
お
け
る
諸
葛
亮
の
列
傳
は
、
卷
第
七
上
・

列
傳
第
三
上
、
お
よ
び
卷
第
七
下
・
列
傳
第
三
下
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
同
書
に
お
い
て
一
人
の
人
物
の
記
録
が
上
下
分
卷
で
扱
わ
れ
る

蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
贊
に
つ
い
て

田　

中　

靖　

彦
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人
物
は
劉
備
と
諸
葛
亮
の
み
で
あ
り（
２
）、劉
備
に
対
す
る
重
視
と
同
様
、

諸
葛
亮
へ
の
重
視
の
度
合
い
の
高
さ
が
窺
え
る
。

紀
傳
体
の
歴
史
書
に
お
い
て
は
、
人
物
（
あ
る
い
は
そ
の
一
族
）

へ
の
総
合
的
評
価
は
、
本
紀
や
列
傳
な
ど
の
各
巻
末
に
お
い
て
記
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。
周
知
の
通
り
そ
の
嚆
矢
は
『
史
記
』
に
お
け
る

「
太
史
公
曰
」
で
あ
る
が（

３
）、そ

の
後
の
正
史
で
も
「
贊
曰
」「
論
曰
」「
史

臣
曰
」
な
ど
を
巻
末
に
設
け
、
人
物
や
一
族
に
対
す
る
総
合
的
評
価

を
記
す
と
い
う
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。『
三
國
志
』

で
は
「
評
曰
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
蕭
常
『
續
後
漢
書
』

で
は
、
本
紀
・
列
傳
・
載
記
の
巻
末
に
「
贊
曰
」
が
設
け
ら
れ
て
お

り（
４
）、
蕭
常
の
人
物
に
対
す
る
評
価
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ

て
い
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
で
あ
る
蕭
常
の
諸
葛
亮
評
価
に
着
目
し

た
場
合
、
諸
葛
亮
傳
の
贊
は
卷
第
七
下
・
列
傳
第
三
下
の
末
尾
に
見

え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
諸
葛
亮
傳
は
、「
諸
葛
亮
死
去
や
諡
号
な
ど
に

関
す
る
記
事
の
直
後
か
ら
贊
が
始
ま
る
」
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い

な
い
。『
續
後
漢
書
』
の
本
紀
・
列
傳
・
載
記
に
は
、
人
物
の
生
涯

や
事
蹟
を
述
べ
た
後
た
だ
ち
に
「
贊
曰
」
が
始
ま
る
卷
が
あ
る
一
方

で
、「
贊
曰
」
の
前
に
も
人
物
評
価
に
関
す
る
文
が
挟
ま
れ
る
卷
も

あ
り
、
諸
葛
亮
傳
は
後
者
に
属
す
る
。
諸
葛
亮
傳
に
お
い
て
彼
へ
の

評
価
を
述
べ
た
部
分
は
、「
贊
曰
」
の
前
の
部
分
か
ら
既
に
始
ま
っ

て
い
る
。
卷
第
七
下
の
末
尾
の
構
成
は
、
具
体
的
に
は
、
諸
葛
亮
死

去
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、「
死
諸
葛
走
生
仲
達
」
を
経
て
、
諸
葛

亮
が
定
軍
山
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
彼
に
忠
武
侯
と
諡
す

る
と
い
う
策
書
と
、
諸
葛
亮
が
生
前
に
自
ら
の
死
後
や
自
身
の
財
産

に
つ
い
て
述
べ
た
上
表
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
「
亮
爲
相

十
四
年
、
纔
兩
赦
」
で
始
ま
る
諸
葛
亮
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
言

及
し
た
比
較
的
長
文
の
部
分
（
後
掲
【
一
】）
が
あ
り
、
そ
の
後
に

諸
葛
均
・
諸
葛
喬
ら
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
（『
三
國
志
』
と
は
異

な
り
、諸
葛
瞻
は
別
の
卷
に
立
傳
さ
れ
て
い
る
）、そ
し
て
最
後
に「
贊

曰
」（
後
掲
【
二
】）
が
見
え
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
本

稿
は
【
二
】
の
贊
を
主
な
分
析
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
前
段
に
当
た

る
【
一
】
に
も
蕭
常
の
諸
葛
亮
評
価
を
知
る
手
が
か
り
が
少
な
か
ら

ず
含
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
も
併
せ
て
検
証
す
る
。

二
．
贊
の
前
の
箇
所
に
つ
い
て

ま
ず
は
、【
一
】
か
ら
見
て
い
こ
う
。
な
お
、文
中
に
あ
る
「【
一
】」

「【
Ａ
】」「【
Ｂ
】」「【
Ｃ
】」
は
、
論
の
都
合
上
筆
者
が
附
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

【
一
】　

亮
爲
相
十
四
年
、纔（

５
）兩

赦
。
或
言
、「
其（
６
）惜

赦
者
。」
亮
曰
、「
治

世
以
大
德
、
不
以
小
惠
。
故
匡（

７
）衡

・
吳
漢
不
願
爲
赦
。
先
帝
亦



― 116 ―

言
、『
吾
周
旋
陳
元
方
・
鄭
康
成
間
、
每
見
啟
告
治
亂
之
道
悉
矣
、

曾
不
語
赦
。』
若
劉
景
升
・
季
玉
父
子
、歳
歳
赦
宥
、何
益
於
治
。」

不
任
喜
怒
、
人
無
怨
言
、
以
公
事
廢
李
平
・
廖
立
、
平
聞
亮
薨
、

至
發
憤
死
、
立
亦
垂
涕
歎
曰
、「
吾
終
爲
左
袵
矣
。」【
Ａ
】
嘗

作
八
務
・
七
戒
・
六
恐
・
五
懼
、
皆
有
條
章
、
以
訓
厲
臣
子
。

著
作
郎
陳
壽
定
著
亮
文
集
、
凡
二
十
四
篇
、
又
作
八
陣
圖
、
蓋

黄
帝
・
太
公
丘
井
法
也（

８
）。【

Ｂ
】
長
史
張
裔
嘗
稱
之
曰
、「
公
賞

不
遺（

９
）遠
、
罰
不
阿
近
、
爵
不
可
以
無
功
取
、
刑
不
可
以
貴
勢
免
。

此
賢
愚
所
以
僉
忘
其
身
也
。」
陳
壽
評
之
曰
、「
亮
爲
相
國
也
、

撫
百
姓
示
儀
軌
、
約
官
職
從
權
制
、
開
誠
心
、
布
公
道
。
盡
忠

竭
力（

（1
（

者
、
雖
讐
必
賞
。
犯
法
怠
慢
者
、
雖
親
必
罰
。
服
罪
輸
情

者
、
雖
重
必
釋
。
游
辭
巧
飾
者
、
雖
輕
必
戮
。
善
無
微
而
不
賞
、

惡
無
繊
而
不
貶
。
庶
事
精
練
、
物
理
其
本
、
循
名
責
實
、
虛
僞

不
齒
。【
Ｃ
】
刑
政
雖
峻
、
而
無
怨
者
。
以
其
用
心
平
而
勸
戒

明
也
。
可
謂
識
治
之
良
才
、
管
・
蕭
之
亞
匹
矣
。」
壽
又
云
、「
應

變
將
略
、
非
其
所
長
。」
論
者
不
以
爲
然（

（1
（

。

【
一
】
は
、
諸
葛
亮
が
滅
多
に
恩
赦
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
讃
え

る
論
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
三
國
志
』
蜀
書
三
・
後
主

傳
の
評
に
注
と
し
て
引
か
れ
る
『
華
陽
國
志
』
の
記
述
を
元
に
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
を
劉
禪
を
扱
う
帝
紀
で
あ
る
少
帝
紀

で
は
な
く
諸
葛
亮
傳
に
お
い
て
採
録
し
た
こ
と
か
ら
も
、
蕭
常
が
劉

禪
で
は
な
く
諸
葛
亮
を
実
質
的
な
国
政
の
最
高
責
任
者
と
見
な
し
て

い
た
（
事
実
そ
の
通
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
）
こ
と
が
分
か
る
。

諸
葛
亮
の
死
の
報
に
触
れ
た
李
平（
李
嚴
）・
廖
立
に
関
す
る
記
述
は
、

『
三
國
志
』
蜀
書
十
の
李
嚴
傳
・
廖
立
傳
に
、
八
務
・
七
戒
・
六
恐
・

五
懼
を
作
っ
た
こ
と
は
『
三
國
志
』
蜀
書
五
・
諸
葛
亮
傳
（
以
下
、『
三

國
志
』
諸
葛
亮
傳
は
卷
数
を
省
略
し
て
表
記
す
る
）
注
『
魏
氏
春
秋
』

に
見
え
る
。
八
陣
圖
を
作
成
し
た
こ
と
や
、
陳
壽
が
諸
葛
亮
の
文
集

を
編
纂
し
た
こ
と
へ
の
言
及
も
、『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
を
参
照
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
裔
に
よ
る
諸
葛
亮
へ
の
讃
辞
も
、『
三
國
志
』

蜀
書
十
一
・
張
裔
傳
に
見
え
る
張
裔
の
諸
葛
亮
評
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
【
一
】
に
は
、
陳
壽
に
よ
る

諸
葛
亮
傳
の
評
も
「
陳
壽
評
之
曰
」「
壽
又
云
」
と
明
記
の
う
え
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
蕭
常
『
續
後
漢
書
』

で
は
他
に
例
を
見
な
い
筆
法
で
あ
る（

（1
（

。

た
だ
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に

挙
げ
た
蕭
常
に
よ
る
諸
葛
亮
評
価
の
大
略
は
、
張
栻
（
一
一
三
三
～

一
一
八
〇
）
の
著
作
で
あ
る
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』（

（1
（

の
末
尾
に
あ
る
「
廣

漢
郡
張
栻
曰
」
の
前
の
段
の
記
述
を
ほ
ぼ
引
用
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
【
一
】
の
内

容
は
ほ
ぼ
『
三
國
志
』
お
よ
び
同
裴
注
を
元
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
う
い
っ
た
史
料
の
取
捨
選
択
は
す
で
に
張
栻
が
『
諸
葛
忠

武
侯
傳
』
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
蕭
常
は
さ
ら
に
そ
れ
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を
孫
引
き
し
た
、
と
い
う
の
が
実
態
に
近
い
（
そ
の
た
め
、【
一
】

に
つ
い
て
は
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
と
の
字
句
の
異
同
に
関
す
る
細
か

い
校
勘
は
行
っ
て
い
な
い
）。
先
述
し
た
「
陳
壽
に
よ
る
諸
葛
亮
傳

の
評
を
『
陳
壽
評
之
曰
』『
壽
又
云
』
と
明
記
の
う
え
引
用
」
と
い

う
筆
法
も
、
張
栻
が
元
々
行
っ
て
い
る
筆
法
に
倣
っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
る
（
た
だ
し
張
栻
の
論
で
は
、
蕭
常
が
述
べ
る
「
壽
又
云
」
に

該
当
す
る
箇
所
は
無
い
。
詳
し
く
は
後
述
）。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、

先
に
、
蕭
常
の
著
し
た
諸
葛
亮
傳
の
体
裁
が
、「
贊
曰
」
の
前
に
人

物
評
価
に
関
す
る
比
較
的
長
文
の
記
載
を
挟
む
体
裁
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
陳
壽
『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
の
構
成
を
想
起

さ
せ
る（

（1
（

と
同
時
に
、
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
の
構
成
で
も
あ
る（

（1
（

。

こ
う
い
っ
た
先
人
の
文
の
丸
写
し
と
い
う
筆
法
は
、
現
在
の
我
々

の
価
値
観
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
先
人
の
文
を
丸
写
し
す
る
と
い
う
の
は
前
近
代

中
国
で
は
非
常
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、「
張
栻
の
論
に
強

く
賛
同
し
た
」
と
い
う
点
こ
そ
が
蕭
常
の
史
論
で
あ
る
と
理
解
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
南
宋
代
に
お
け
る
三
国
論
の
普
及
や
論
者
の
影
響

力
を
窺
い
知
る
こ
と
の
出
来
る
実
例
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
張
栻
の
論
と
蕭
常
の
論
で
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
れ

が
前
述
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
【
Ａ
】【
Ｂ
】【
Ｃ
】
と
し
て
示
し
た

箇
所
で
、
こ
の
う
ち
【
Ａ
】
と
【
Ｂ
】
は
、
張
栻
の
論
に
は
あ
る
も

の
を
蕭
常
が
省
略
し
た
箇
所
で
あ
る
。【
Ａ
】
の
箇
所
に
お
い
て
張

栻
は
、
諸
葛
亮
の
死
後
、
彼
を
祭
祀
す
る
廟
の
建
立
を
願
い
出
る
動

き
が
あ
り
、
劉
禪
は
当
初
そ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
が
、
習
隆
ら
の

上
表
に
劉
禪
が
従
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
（
本
論
で
は
引
用
を
省

略
す
る
）、
こ
れ
は
『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
注
『
襄
陽
記
』
を
元
と

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。【
Ｂ
】
の
箇
所
で
は
、
諸
葛
亮
が
諸
将

の
折
り
合
い
を
付
け
る
の
に
心
を
砕
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る（
（1
（

。
こ
の
う
ち
【
Ｂ
】
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
読
め
る

記
述
が
『
續
後
漢
書
』
の
他
の
箇
所
（
列
傳
第
八
な
ど
）
に
見
え
る

の
で
、
重
複
を
避
け
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
【
Ａ
】
に

関
し
て
は
、
該
当
す
る
記
述
が
『
續
後
漢
書
』
の
他
の
箇
所
に
も
無

い
。
諸
葛
亮
祭
祀
お
よ
び
劉
禪
・
諸
葛
亮
の
君
臣
関
係
に
直
結
す
る

内
容
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
採
録
し
な
か
っ
た
蕭
常
に
は
、
何
ら

か
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
深
い
意
味
は
な
い
の
か
、
と

い
う
点
は
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し
難
い

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

そ
し
て
【
Ｃ
】
で
あ
る
が
、
張
栻
の
論
で
は
こ
こ
で
陳
壽
の
評
の

引
用
を
終
え
、「
經
載
十
二
而
年
名
不
易
、
軍
旅
屢
興
而
赦
不
妄
下（

（1
（

。

袁
暐
稱
之
曰
、『
受
六
尺
之
孤
、
攝
一
國
之
政
、
事
凡
庸
之
君
、
專

權
而
不
失
禮
、
行
君
事
而
國
人
不
疑
。』（

（1
（

樊
建
稱
之
曰
、『
聞
惡
必
改

而
不
矜
過
。
賞
罰
之
信
、
足
感
神
明
。』（

（1
（

」
と
続
け
て
い
る
が
、
蕭
常

は
こ
の
部
分
を
採
録
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も『
三
國
志
』

お
よ
び
裴
注
に
出
典
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
論
旨
も
【
一
】
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や
【
二
】
で
述
べ
ら
れ
る
も
の
と
重
複
が
見
ら
れ
る
点
も
多
い
た
め
、

蕭
常
が
こ
れ
を
採
録
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
特
筆
す
べ
き
意
図
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
見
て
良
い
。

注
目
す
べ
き
は
、『
續
後
漢
書
』
に
お
け
る
【
Ｃ
】
の
箇
所
の
続

き
で
あ
る
。
こ
の
「
刑
政
雖
峻
」
か
ら
始
ま
る
記
述
は
張
栻
の
論
で

は
見
え
ず
、
蕭
常
自
身
の
文
章
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず

「
刑
政
雖
峻
、
而
無
怨
者
。
以
其
用
心
平
而
勸
戒
明
也
。
可
謂
識
治

之
良
才
、
管
・
蕭
之
亞
匹
矣
」
は
、
張
栻
が
省
略
し
た
陳
壽
に
よ
る

諸
葛
亮
傳
評
の
続
き
で
あ
る
。
張
栻
が
こ
れ
を
省
略
し
た
の
は
、
恐

ら
く
張
栻
が
諸
葛
亮
を
管
仲
に
比
す
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
で
あ
る

（
後
述
）
が
、
蕭
常
は
こ
れ
を
敢
え
て
引
用
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

後
掲
の
「
贊
曰
」
に
お
け
る
「
諸
葛
亮
は
管
仲
・
樂
毅
の
よ
う
な
『
功

利
の
域
』
に
あ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
」
と
い
う
論
旨
と
若
干
矛

盾
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
と
く
に
大
き
な
目
的
あ
っ
て
の
こ
と

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
蕭
常
は
あ
く
ま
で
陳
壽
の
評
を

忠
実
に
引
用
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

続
く
「
壽
又
云
、『
應
變
將
略
、
非
其
所
長
。』
論
者
不
以
爲
然
。」

を
見
て
み
よ
う
。
蕭
常
は
、
諸
葛
亮
の
軍
事
的
才
能
に
対
し
陳
壽
が

些
か
疑
問
を
表
明
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
し
「
論

者
不
以
爲
然
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
論
者
」
が
誰
の
こ

と
か
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
論
者
」
に
は
蕭
常

も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
基
本
的
に
は
陳

壽
や
張
栻
の
諸
葛
亮
評
価
に
同
意
で
あ
っ
た
（
と
い
う
よ
り
丸
写
し

に
近
い
）
が
、
諸
葛
亮
の
軍
才
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
一
言

い
い
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
無
論
、
斯
か
る
評
価
を
行
っ
た
蕭
常

に
は
、
当
時
の
南
宋
治
下
に
生
き
る
者
と
し
て
、
北
伐
を
敢
行
し
続

け
た
諸
葛
亮
へ
の
敬
慕
と
憧
憬
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像

に
難
く
な
い
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、【
一
】
の
部
分

の
内
容
は
主
に
、
陳
壽
を
含
め
た
蕭
常
に
先
行
す
る
人
々
の
諸
葛
亮

評
価
の
紹
介
と
い
う
側
面
が
強
い
。
就
中
、
張
栻
か
ら
受
け
た
影
響

力
の
大
き
さ
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
張
栻
の
影
響

力
は
、
後
掲
の
「
贊
曰
」
を
読
む
と
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
る
。
た
だ

し
、
そ
う
い
っ
た
先
人
の
意
見
の
紹
介
を
す
る
こ
と
自
体
が
蕭
常
の

諸
葛
亮
評
価
の
表
れ
で
も
あ
り
、
ま
た
陳
壽
の
評
へ
の
疑
問
が
呈
せ

ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
な
ど
、
蕭
常
の
諸
葛
亮
観
を
改
め
て
確
認

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

三
．
諸
葛
亮
傳
贊
に
つ
い
て

前
述
の
通
り
蕭
常
は
、【
一
】
に
続
け
て
諸
葛
均
・
諸
葛
喬
ら
に

関
し
て
述
べ
て
お
り
（
本
稿
で
は
引
用
を
割
愛
し
た
）、「
贊
曰
」
は

さ
ら
に
そ
の
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
見
て
み
よ
う（

（2
（

。
な
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お
、
本
文
の
史
料
引
用
に
お
け
る
段
落
わ
け
は
筆
者
が
行
っ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
文
中
に
あ
る
「【
二
】」「【
Ｄ
】」
お
よ
び
「【
Ｅ
】」

は
、
論
の
都
合
上
筆
者
が
附
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
二
】　

贊
曰
、
廣
漢
張
栻
有
言
、「
三
代
衰
、
五
伯
起
、
而
功
利
之

説
盈
天
下
。
謀
國
者
不
復
知
正
義
明
道
之
爲
貴
。（

（2
（

亮
當
漢
祚

之
季
、
乃
能
執
其
機
而
用
之
。
其
言
曰
、『
漢
賊
不
兩
立
、
臣

鞠
躬
盡
力
、
死
而
後
已
。』（

（2
（

嗚
呼
、
此
夏
少
康
四
十
年
經
營
宗

祀（
（2
（

、
而
卒
以
配
天
之
本
心
也
。
若
亮
者
、
可
謂
有
正
大
之
體
矣
。

觀
其（

（2
（

高
臥
隆
中
、
不
求
聞
達
、
蓋
將
終
身
焉
。
昭
烈
漢
室
之
胄
、

而
三
顧
之
於
草
廬
、
名
義
既
正
、
好
賢
之
意
又
篤
。
安
得
不
以

身
許
之
。
故
其
君
臣
相
與
、
一
以
道
義
而
忘
勢
。
受
遺
之
際
、

肝
膽
相
照（

（2
（

、
無
纖
芥
形
迹
。
何
其
盛
也
。
亮
之
恢
復
規
模
、
先

爲
根
本
計
。
方
建
興
初
、
務
農
訓
兵
、
以
治
國
事
。
國
事
既
定
、

北
向
致
討
、
軍
旅
將
發
、（

（2
（

拜
表
納
忠
、
反
復
曲
折
、
專
以
宮

中
府
中
之
事
爲
言
、
且
陳
親
賢
臣
遠
小
人
之
義（

（2
（

、
一
篇
之
中
、

三
致
意
焉
。
而
其
終
章
、
尤
爲
切
至
、
亮
之
意
抑
深
且
遠
矣
。

即
其
行
事
而
觀
之
、
絶
姑
息
之
私
意
、
本
常
禮（

（2
（

之
大
公
、
見
善

若
出
諸
己（

（2
（

。
用
人
各
盡
其
才
、
至
或
有
罪
、
雖
素
所
禮
遇
、
如

馬
謖
、
且
流
涕
誅
之
而
弗
釋
也
。
故
李
平
・
廖
立
雖
被
廢
放
、

没
齒
無
怨
言
。
蓋
其
於
斯
世
、
所
欲
不
存
焉
。（

（3
（

身
爲（

（3
（

將
相

三
十
年
間
、
家
無
贏
餘
、
視
天
下
無
一
足
以
動
乎
中
者
。
其
正

大
之
體
、
爲
如
何
哉（

（3
（

。
亮
之
奉
嗣
君
、
小
心
恭
恪
。
一
國
之
柄
、

舉
出
其
手
、
而
人
不
知
其
爲
權
。
彼
懷
姦
稔
逆
、
竊
竊（

（3
（

窺
人
宗

祀
者
、
雨
雪
見
晛（

（3
（

、
而
謂
亮
敵
哉
。
至
使
耕
者
雜（

（3
（

渭
濵
、
輿
圖

之
復
、
已
恢
恢
然
在
其
目
中
矣
。
天
不
祚
漢
、
妖
星
告
變（

（3
（

、
謂

之
何
哉（

（3
（

。

　

或
謂
「
亮
勸
昭
烈
取
荊
州
爲
不
義
。」
而
不
知
劉
琮
既
降
操
、

則
荊
州
固
魏
之
荊
州
矣
。
惜
昭
烈
之
失
此
機
也
。
或
又
謂
「
魏

延
之
策
、
恨
其
不
用
」、
不
知
天
將
昌
漢
、
攘（

（3
（

除
姦
逆
、
直
餘

事
耳
、
行
險
僥
倖
、
非
其
志
也
。
嗚
呼
、
秦
漢
以
來
、
士
狃
於

戰
國
餘
習
、
張
子
房
號
爲
傑
出
者
、
而
猶
未
免
雜
以
伯
術
。
若

亮
真
『
豪
傑
之
士
、
無
文
王
猶
興
』
者（

（3
（

。
使
得
游
於
洙
・
泗（

（4
（

、

講
學
以
終
之
、
則
其
所
至
、
又
當
若
何
。【
Ｄ
】
傳
稱
、
始
亮

在
隆
中
、
以
管
・
樂
自
許（

（4
（

。
予
謂
、
亮
王
者
之
佐（

（4
（

、
豈
與
管
・

樂
同
在
功
利
之
域
者
哉
。
意
傳
者
之
誤
耳
。

（
（4
（4
（4
（

」【
Ｅ
】

　

栻
又
言
、「
予
讀
出
師
表
、
見
其
所
以
告
嗣
君
者
、
一
本
於

正
。（

（4
（

殊
非
刻
核
陰
謀
之
説
。
故
於
『
手
寫
申
・
韓
等
書
』（

（4
（

、
亦

疑
之
。（

（4
（

方
亮
之
一
見
昭
烈
也
、
遂
定
取
荊
・
益
之
計
、（

（4
（

時
昭

烈
未
有
駐
足
之
地
、
歴
觀
諸
國
、
獨
劉
氏
不
能
守
荊
・
益
、
是

誠
天
所
資
也
。
若
昭
烈
以
荊
・
益
無
忘
討
賊
、（

（4
（

夫
誰
敢
不
服
。

惜
其
徇（

（5
（

小
不
忍
而
妨
大
計
、故
劉
琮（

（5
（

可
取
而
不
取
。
則
亮
之
策
、

昭
烈
猶
有
不
能
盡
從
者
也
。
及
狼
狽
而
遁
、
雖
藉
吳
之
力
、
敗
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操
赤
壁
、
然
終
迫
於
吳
、
乃
始
入
蜀
、
以
譎
計
取
之
。
予
知
亮

於
此
、
蓋
亦
有（

（5
（

不
得
已
焉
耳
、
非
草
廬
所
以
告
昭
烈
之
本
意
也
。

嗟
呼
、
五
伯
以
來
、
功
利
之
説
盈
天
下（

（5
（

。
如
有
亮（

（5
（

堅
守
其
正
、

不
以（

（5
（

利
鈍
、
易
不
共
戴
天
之
心
、
庶
其
可
以
言
王
道
者
（
（5
（

。

　

雖
然
、
亮
之
於
學
爲
未
足
、
故
知
有
所
未
至
也
。
知
有
未
至
、

則
心
有
未
盡
。
未
能
盡
其
心
、
則
於
天
下
之
事
、
不
能
徧
該
而

一
貫
之
也

（
（5
（

。
開
國
建
后
、
大
事
也
。
而
奉
策
所
立
者
、
乃
亡
國

之
宗
婦（

（5
（

。
以
日
易
月（

（5
（

、
後
世
之
大
失（

（6
（

也
。
而
冢
宰（

（6
（

所
贊
、
乃
固（

（6
（

謬
之
禮（

（6
（

。
且
未
踰
年
而
改
元
（
（6
（

。
此
有
以
見
其
學
之
未
至
歟
。」（

（6
（

　

嗟
乎
、
若
亮
者
、
體
正
大
而
能
充
之
以
學
、
吾
必
謂
之
三
王

之
佐
矣
。
栻
、
篤
論
君
子
也（

（6
（

、
其
言
云
爾
（
（6
（

。

内
容
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
贊
は
非
常
な
長
文
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
續
後
漢
書
』
の
他
の
贊
と
比
較
し
た

と
き
、
た
と
え
ば
、
劉
備
を
扱
う
本
紀
第
一
の
贊
は
お
よ
そ
百
四
十

字
、
孫
堅
・
孫
策
・
孫
權
を
扱
う
吳
載
記
第
一
の
贊
は
お
よ
そ

二
百
五
十
字（

（6
（

、
曹
操
・
曹
丕
・
曹
叡
・
曹
芳
・
曹
髦
・
曹
奐
を
扱
う

魏
載
記
第
一
の
贊
は
お
よ
そ
三
百
二
十
字（

（6
（

で
あ
る
の
に
対
し
、
諸
葛

亮
を
扱
う
列
傳
第
三
下
の
贊
は
、
何
と
お
よ
そ
九
百
六
十
字
と
な
っ

て
お
り
、
分
量
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る（

（7
（

。
も
ち
ろ
ん
、
文
字
数
の

多
寡
が
そ
の
ま
ま
蕭
常
の
重
視
の
度
合
い
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
文
字
数
の
差
は
、
蕭
常
の
諸
葛
亮

に
対
す
る
思
い
入
れ
の
強
さ
を
あ
る
程
度
は
反
映
し
て
い
る
と
解
釈

し
て
良
い
で
あ
ろ
う（

（7
（

。

と
こ
ろ
が
こ
の
贊
は
、
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

蕭
常
独
自
の
論
は
、
ほ
ぼ
無
い
。【
一
】
が
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
先
に
論
じ
た
が
、
こ
の
贊
も

同
じ
く
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
の
巻
末
に
あ
る
「
廣
漢
郡
張
栻
曰
」
で

始
ま
る
部
分
の
ほ
ぼ
丸
写
し
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
蕭
常
自
身
、
贊

の
書
き
出
し
に
「
廣
漢
張
栻
有
言
」
と
明
記
し
て
お
り
、
張
栻
の
論

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
隠
し
て
い
な
い
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ

れ
だ
け
長
い
贊
を
書
い
た
蕭
常
の
諸
葛
亮
へ
の
評
価
の
大
意
は
、「
張

栻
の
言
う
通
り
」
と
い
う
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
蕭
常
の
著
し
た
諸
葛
亮
傳
贊
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
か

ら
の
引
用
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
一
字
一
句
違
わ
ぬ

忠
実
な
引
用
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
細
か
い
表
現
の
異
同
が
多
数

あ
る
う
え
に
、
大
幅
な
省
略
も
あ
る
。
こ
の
大
幅
な
省
略
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
（
細
か
い
省
略
に
つ
い
て
は
論
及
を
割
愛
し
た
）。
本

論
攷
は
蕭
常
の
史
観
を
研
究
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
あ
く
ま
で
蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
の
贊
を

主
た
る
分
析
対
象
と
し
、
張
栻
の
著
作
は
参
考
と
す
る
に
留
め
て
お

く
。論

の
内
容
を
見
て
い
こ
う
。
第
一
段
落
は
、
天
下
に
功
利
の
説
が

満
ち
、
国
の
利
益
の
た
め
に
策
を
巡
ら
す
者
た
ち
が
も
は
や
正
義
明
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道
の
貴
さ
を
知
ら
ぬ
中
で
、
諸
葛
亮
こ
そ
は
「
正
大
の
體
を
有
す
」

る
者
で
あ
る
、
と
絶
賛
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
劉
備
と
の

麗
し
き
信
頼
関
係
、
北
伐
を
巡
る
政
策
、
出
師
の
表
に
看
取
で
き
る

忠
義
、
公
正
無
私
な
姿
勢
な
ど
に
対
す
る
讃
辞
へ
と
続
き
、
領
土
回

復
は
す
で
に
視
界
の
中
に
あ
っ
た
も
の
の
、
天
は
漢
に
福
を
下
さ
ず

妖
星
が
変
を
告
げ
て
し
ま
っ
た
（
諸
葛
亮
は
陣
没
し
た
）、
と
論
じ

て
い
る
。
全
面
的
な
諸
葛
亮
讃
美
で
あ
る
と
見
て
良
い
。

第
二
段
落
で
は
、
諸
葛
亮
に
対
す
る
否
定
的
評
価
に
言
及
し
た
う

え
で
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
張
栻
に
よ
れ
ば
、
諸

葛
亮
が
劉
備
に
対
し
、
劉
琮
の
荊
州
を
奪
う
よ
う
に
勧
め
た
こ
と
は

不
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
劉
備
が
そ
の
策
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と

が
惜
し
ま
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
魏
延
の
長
安
急
襲
策
を
諸
葛
亮
が

採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
諸
葛
亮
を
庇
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
諸
葛
亮
こ
そ
ま
さ
に
孟
子
の
言
う
「
豪
傑
の
士
」
で
あ
る
と
絶

賛
し
、
も
し
諸
葛
亮
が
洙
・
泗
（
儒
学
の
門
）
に
遊
学
し
て
学
び
を

終
え
て
い
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
と
論

じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
諸
葛
亮
は
管
仲
・
樂
毅
の
よ
う
な
「
功
利
の

域
」
に
あ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
か
ら
、諸
葛
亮
が
自
ら
を
管
仲
・

樂
毅
に
比
し
た
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
。

蕭
常
は
第
三
段
落
に
お
い
て
改
め
て
「
栻
又
言
」
と
述
べ
、
張
栻

の
論
の
引
用
を
更
に
続
け
る
。「
出
師
の
表
を
読
む
と
、
諸
葛
亮
の

劉
禪
へ
告
げ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
正
に
基
づ
い
て
い
る
。だ
か
ら
、

『
諸
葛
亮
が
（
劉
禪
ら
に
読
ま
せ
る
た
め
に
）
申
不
害
・
韓
非
な
ど

の
書
を
手
づ
か
ら
書
し
た
』
な
ど
と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
」
と
し
、

ま
た
、
諸
葛
亮
が
初
め
て
会
っ
た
劉
備
に
対
し
荊
州
・
益
州
を
取
る

よ
う
に
勧
め
た
こ
と
を
再
度
庇
っ
て
い
る
。
張
栻
に
よ
れ
ば
、「
昭

烈
が
荊
州
・
益
州
を
以
て
賊
の
討
伐
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

服
せ
ぬ
者
な
ど
い
よ
う
か
。
惜
し
む
ら
く
は
、
攻
め
取
る
こ
と
が
で

き
た
劉
琮
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
諸
葛
亮
の
策
も
、
昭
烈

は
そ
の
総
て
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
い
、「（
劉

琮
か
ら
荊
州
を
奪
わ
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、）
狼
狽
し
て
曹
操
か
ら

遁
走
し
、
吳
の
力
を
借
り
て
赤
壁
で
は
勝
っ
た
も
の
の
、
吳
に
迫
ら

れ
て
や
っ
と
入
蜀
し
、
だ
ま
し
討
ち
に
よ
っ
て
益
州
を
奪
う
こ
と
に

な
っ
た
。
諸
葛
亮
も
こ
こ
に
お
い
て
は
、（
詐
術
を
用
い
た
の
は
）

や
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、（
か
か
る
だ
ま
し
討
ち

は
）
草
廬
に
お
い
て
劉
備
に
告
げ
た
当
初
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」
と
い
う
。
張
栻
は
、「
諸
葛
亮
は
本
来
は
法
家
の
よ
う
な

酷
薄
さ
や
詐
謀
奇
計
を
用
い
る
よ
う
な
人
間
で
は
な
く
、
益
州
を
騙

し
討
ち
し
た
の
は
、
当
初
の
諸
葛
亮
の
プ
ラ
ン
に
従
わ
な
か
っ
た
劉

備
に
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
諸
葛
亮
を
絶
賛
し
、
ひ
い
て
は
廻
護
す
る
論
で
あ
っ

た
が
、
第
四
段
落
で
論
調
は
大
き
く
変
わ
る
。
張
栻
は
、
諸
葛
亮
の

學
に
は
足
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
ゆ
え
に
知
に
も
至
ら
ざ
る
も
の
が

あ
り
、
心
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
天
下
の
事
も
遍
く
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通
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
第
二
段
落
に
出
て
来

た
「
使
得
游
於
洙
・
泗
、
講
學
以
終
之
」
と
い
う
記
述
と
あ
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
學
」
と
は
儒
学
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
張

栻
に
よ
れ
ば
、
諸
葛
亮
に
は
儒
学
的
な
素
養
が
足
り
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
実
例
と
し
て
張
栻
は
、
吳
懿
の
妹
の
立
后
の
た
め
に
策

書
を
奉
じ
た
こ
と（

（7
（

、
劉
備
の
「
服
喪
に
関
し
て
は
前
漢
文
帝
の
故
事

に
従
う
よ
う
に
」
と
い
う
遺
言
に
賛
同
し
た
こ
と（

（7
（

、
踰
年
せ
ず
改
元

し
た
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
て
批
判
す
る
。
未
踰
年
改
元
へ
の
批
判

は
早
く
も
陳
壽
が
『
三
國
志
』
蜀
書
三
・
後
主
傳
の
「
評
曰
」
に
て

述
べ
て
お
り
、
吳
懿
の
妹
を
劉
備
が
妻
と
し
た
こ
と
は
習
鑿
齒
も
手

厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
（『
三
國
志
』
蜀
書
四
・
二
主
妃
子
傳
注
の

裴
松
之
注
）、
服
喪
に
関
す
る
批
判
は
『
三
國
志
』
な
ど
に
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
点
は
い
ず
れ
も
、
宋
代
士
大
夫
の
禮

へ
の
重
視
ぶ
り
が
窺
え
る
論
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
注
（
64
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
論
が
参
照
し
た
『
諸
葛

忠
武
侯
傳
』
で
は
踰
年
せ
ず
改
元
し
た
こ
と
へ
の
批
判
は
見
え
な
い

の
で
、
こ
れ
は
張
栻
が
批
判
し
な
か
っ
た
論
点
を
蕭
常
が
加
筆
し
た

も
の
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

張
栻
（
そ
し
て
蕭
常
）
は
、
全
体
的
に
は
諸
葛
亮
を
高
く
評
価
し
た

か
っ
た
が
、
宋
代
士
大
夫
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
場
合
、
益
州
奪
取

を
献
策
し
た
こ
と
は
不
義
で
は
な
い
と
弁
護
す
る
余
地
が
あ
っ
た
も

の
の
、（
当
時
の
儒
教
的
な
価
値
観
に
お
い
て
）
人
倫
を
乱
す
と
さ

れ
た
行
為
に
対
し
て
は
弁
護
の
し
よ
う
が
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

そ
し
て
、
張
栻
の
論
の
引
用
を
終
え
た
蕭
常
は
、
か
よ
う
な
論
を

展
開
し
た
張
栻
を
讃
え
て
、
贊
を
終
え
て
い
る
。
蕭
常
の
諸
葛
亮
評

価
に
対
し
、
張
栻
が
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
が
実
感
で
き

て
余
り
あ
る
史
料
で
あ
る
。
劉
備
の
婚
姻
に
対
す
る
批
判
は
、
列
傳

一
・
后
妃
諸
王
傳
の
贊
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
別
稿
を
準

備
中
で
あ
る
）。
后
妃
諸
王
傳
の
贊
は
諸
葛
亮
傳
贊
と
は
異
な
り
先

人
の
論
の
引
き
写
し
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
張
栻
の
蕭
常
に
対
す

る
影
響
を
鑑
み
る
に
、
后
妃
諸
王
傳
の
贊
で
展
開
さ
れ
る
劉
備
の
婚

姻
へ
の
批
判
も
、
張
栻
の
論
の
影
響
を
受
け
て
の
も
の
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
張
栻
と
同
郷
人
で
も
な
い
蕭
常
が
、
こ
こ
ま
で
張
栻
の

論
を
讃
え
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
理
由
の
検
討
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
が
、
純
粋
に
張
栻
の
論
の
内
容
に
賛
同
し
た
だ
け
で

あ
る
可
能
性
は
低
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
．
蕭
常
が
採
録
し
な
か
っ
た
箇
所
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
諸
葛
亮
傳
の
贊
は
ほ
ぼ
張
栻
の

論
の
丸
写
し
で
あ
る
が
、
張
栻
の
論
の
う
ち
で
蕭
常
が
引
用
を
省
略

し
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
先
の
引
用
に
お

け
る
【
Ｄ
】【
Ｅ
】
は
、
こ
う
い
っ
た
省
略
の
う
ち
で
比
較
的
長
文
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の
省
略
が
あ
る
箇
所
を
示
す
。

（
一
）
正
統
論
へ
の
関
心

蕭
常
が
割
愛
し
た
部
分
【
Ｄ
】
は
、
張
栻
の
論
で
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

【
Ｄ
】　

予
每
恨
陳
壽
私
且
陋
。
凡
侯
經
略
次
第
、
與
夫
燭
微
消
患
、

治
國
用
人
、
馭
軍
行
師
之
要
、
悉
闇
而
不
章
。
幸
雜
見
於
他
傳

及
裴
松
之
所
注
、
因
裒
而
集
之
、
不
敢
飾
辭
以
忘
其
實
。
其
妄

載
非
實
者
、
則
刪
之
。
庶
幾
讀
者
可
以
得
侯
之
心
。
近
世
鉅
公

作
史
書
編
年
、
乃
以
魏
年
號
接
漢
獻
之
統
。
故
其
所
書
、
名
不

正
而
言
不
順（

（7
（

。
予
謂
、
獻
帝
雖
廢
、
而
昭
烈
以
正
義
立
於
蜀
、

武
侯
輔
之
、
漢
統
未
墜
地
也
。
要
盡
後
主
末
年
、
始
係
魏
年
號

爲
正
始

（
（7
（7
（7
（

。

【
Ｄ
】
の
前
半
で
は
、
陳
壽
の
著
述
に
対
す
る
不
満
と
、
そ
の
不

備
を
補
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
事
実
で
は
な
い
記
録
は
削
除
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
、「
鉅
公
」
が
著
述
し
た
編
年

体
の
史
書
が
、
後
漢
獻
帝
の
後
の
年
号
に
魏
の
年
号
を
用
い
て
い
る

こ
と
を
、『
論
語
』
の
表
現
を
用
い
て
厳
し
く
批
判
し
、「
獻
帝
が
廃

さ
れ
た
と
は
い
え
、
劉
備
が
蜀
に
お
い
て
正
義
に
よ
っ
て
即
位
し
、

諸
葛
亮
が
こ
れ
を
輔
佐
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
漢
の
系
譜
は
い
ま
だ

喪
失
し
て
い
な
い
。
劉
禪
の
末
年
が
終
わ
っ
て
か
ら
魏
の
年
号
に
つ

な
げ
る
べ
き
だ
」と
言
っ
て
い
る
。「
近
世
鉅
公
作
史
書
編
年
」と
は
、

司
馬
光
の
『
資
治
通
鑑
』
の
こ
と
を
指
す
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

張
栻
の
論
は
、
蜀
漢
滅
亡
後
は
魏
の
年
号
の
使
用
を
認
め
て
い
る
点

に
お
い
て
、か
つ
て
の
習
鑿
齒
の
主
張（

（7
（

や
朱
熹
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』

の
筆
法（

（7
（

よ
り
は
若
干
魏
に
厳
し
く
な
い
主
張
で
あ
る
こ
と
が
興
味
深

い
が
、
こ
れ
に
関
す
る
考
察
は
別
稿
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
の
【
Ｄ
】
後
半
は
、
い
わ
ゆ
る
三
国
正
統
論
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

に
直
結
す
る
論
点
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
蕭
常
が
引
用
し
て
い
な

い
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
部
分
は
、『
續
後
漢
書
』
年

表
第
二
・
章
武
以
來
吳
魏
表
の
末
尾
に
「
廣
漢
張
栻
之
論
亦
謂
」
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
葛
亮
傳
贊
に
お
い
て
こ
の

部
分
の
引
用
を
割
愛
し
た
理
由
は
、
既
に
別
の
箇
所
で
引
用
済
み
で

あ
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
や
は
り
こ
の
論
点
は
蕭
常
に

と
っ
て
も
並
々
な
ら
ぬ
関
心
事
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
二
）
蕭
常
と
朱
熹

続
い
て
【
Ｅ
】
の
箇
所
の
省
略
さ
れ
た
部
分
を
見
て
お
こ
う
。
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【
Ｅ
】　

予
既
作
侯
傳
以
示
新
安
朱
元
晦
、元
晦
以
予
不
當
不
載
以
管
・

樂
自
許
事
、
謂
「
侯
爲
後
主
寫
申
・
韓
・
管
子
・
六
韜
之
書
。

及
勸
昭
烈
取
荊
・
益
、
以
成
伯
業
、
可
見
、
其
所
學
未
免
乎
駁

雜
。」
其
説
亦
美
矣
。
而
予
意
有
未
盡
者
。
侯
之
所
不
足
者
、

學
也
。
予
固
謂
、
使
侯
得
游
於
洙
・
泗
之
門
、
講
學
以
終
之
、

則
所
至
又
非
予
所
知
、
不
無
深
意
矣
。
然
侯
胸
中
所
存
、
誠
非

三
代
以
下
人
物
可
睥
睨
。
豈
管
・
樂
之
流
哉
。
時
有
萬
變
、
而

事
有
大
綱
。
大
綱
正
、則
其
變
可
得
而
理
。
方
曹
氏
簒
竊
之
際
、

孰
爲
天
下
之
大
綱
乎
、
其
惟
誅
賊
以
復
漢
室
而
巳
。
侯
既
以
身

從
帝
室
之
英
胄
、不
顧
強
弱
之
勢
、允
執
此
綱
、終
始
不
渝
。
管
・

樂
其
能
識
之
乎
。
使
侯
當
齊
桓（

（7
（

之
時
、
必
能
率
天
下
、
明
尊
王

之
義
、
恊
相
王
室
、
期
復
西
周
。
其
肯
務
自
富
其
國
而
忘
天
下

之
大
訓
乎
。
使
侯
當
燕
昭
之
時
、
必
能
正
名
定
國
、
撫
其
民
人
、

爲
天
吏
而
討
有
罪
以
一
天
下
之
心
。
其
肯
趍
一
時
之
近
効
、
志

在
土
地
珍
寳
而
自
以
爲
「
功
莫
大
乎
是
」。
其
心
度
與
侯
絶
相

遼
邈
。
故
不
欲
書
以
惑
觀
聽
、
拔
本
塞
源
之
意
也

（
（8
（

。

【
Ｅ
】
に
お
い
て
目
を
引
く
点
は
、
朱
熹
が
登
場
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
張
栻
は
作
成
し
た
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

を
朱
熹
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
朱
熹
は
、
諸
葛
亮
が
自
ら
を
管
仲
・
樂

毅
に
比
し
た
こ
と
も
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
諸
葛
亮
が
劉
禪

の
た
め
に
申
不
害
・
韓
非
な
ど
の
書
を
手
書
し
た
こ
と
や
、
劉
備
に

荊
州
・
益
州
を
取
る
よ
う
勧
め
た
こ
と
を
挙
げ
て
、「
諸
葛
亮
の
学

ん
だ
と
こ
ろ
も
駁
雜
た
る
を
免
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
張
栻
は
こ
れ
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
全
面
肯

定
は
せ
ず
、「
侯
（
＝
諸
葛
亮
）
に
足
り
な
い
も
の
は
、
學
で
あ
る
。

も
し
諸
葛
亮
が
洙
・
泗
の
門
で
学
び
終
え
て
い
れ
ば
…
…
」
と
い
う
、

先
程
と
同
様
の
論
を
再
度
展
開
す
る
。
そ
し
て
張
栻
は
、
諸
葛
亮
は

管
仲
・
樂
毅
の
よ
う
な
類
の
人
で
は
な
く
、（「
諸
葛
亮
が
自
ら
を
管

仲
・
樂
毅
に
比
し
た
」
と
）
書
す
こ
と
で
人
々
を
混
乱
さ
せ
た
く
は

な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
実
際
、
張
栻
の
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
、

こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
見
え
な
い
（
こ
の
記
事
を
省
略
し
た
と
述
べ

て
い
る
こ
の
部
分
は
除
く
）。

本
史
料
は
、
張
栻
と
朱
熹
が
諸
葛
亮
評
価
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
た

こ
と
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
が
、
斯
か
る
点
に
つ

い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
蕭
常
の
史
論
と
い
う

観
点
か
ら
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
は
、

蕭
常
は
朱
熹
に
よ
る
諸
葛
亮
評
価
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蕭
常
が
目
に
し
た
張
栻
の
著
述
が
現
在

伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
同
内
容
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
長
文
の

引
用
を
行
っ
て
い
る
蕭
常
は
、
こ
こ
に
見
え
る
朱
熹
と
張
栻
の
問
答

に
つ
い
て
も
読
ん
だ
は
ず
で
あ
り
、
畢
竟
、
朱
熹
が
張
栻
の
諸
葛
亮

評
価
に
対
し
意
見
し
た
こ
と
も
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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だ
が
蕭
常
は
、
こ
の
朱
熹
と
張
栻
の
や
り
と
り
は
採
録
し
な
か
っ

た
。
そ
の
原
因
は
普
通
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
採
録
の
必
要
が

無
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
に
お
け
る
朱
熹
の
出
番

は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
し
、
し
か
も
朱
熹
の
論
を
張
栻
は
斥
け
て

い
る
。
蕭
常
と
し
て
は
、
か
か
る
朱
熹
の
登
場
す
る
箇
所
を
採
録
す

る
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
妥
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

ま
た
【
Ｅ
】
に
お
い
て
張
栻
は
再
度
「
諸
葛
亮
に
足
り
ぬ
の
は
學
で

あ
り
、
も
し
彼
が
洙
・
泗
の
門
で
学
び
終
え
て
い
れ
ば
」
と
い
う
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
も
既
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
蕭
常
と
し
て
は
重
複
で
あ
る
と
判
断
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、省
略
さ
れ
た
【
Ｅ
】
は
、（
蕭
常
に
と
っ

て
）
見
る
べ
き
点
の
無
い
朱
熹
の
意
見
や
、
引
用
済
み
で
あ
る
張
栻

の
論
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
部
分
を
蕭
常
が
引
用
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
別
段
不
思
議
と
す
る

に
は
当
た
る
ま
い
。

た
だ
し
、
蕭
常
が
目
に
し
た
張
栻
の
著
述
で
は
、
そ
も
そ
も
朱
熹

と
張
栻
の
や
り
と
り
に
関
す
る
言
及
が
無
か
っ
た
可
能
性
も
考
慮
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。
高
畑
常
信
「
張
南
軒
集
の
版
本
」（『
中
京
大
学
文

学
部
紀
要
』
一
〇
―
三
、一
九
七
六
年
。
本
論
で
は
高
畑
常
信
編
『
張

南
軒
集
人
名
索
引
』
釆
華
書
林
、一
九
七
六
年
所
収
版
を
参
照
し
た
）

に
よ
る
と
、
張
南
軒
の
文
集
は
朱
熹
の
編
に
よ
る
も
の
の
他
に
、
南

軒
の
早
年
の
説
で
あ
る
未
定
の
論
が
多
い
「
別
本
」（
黄
州
官
本
）

が
流
伝
し
て
い
た
が
、
現
在
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
と
な
れ

ば
、
当
時
に
お
い
て
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
も
複
数
種
類
の
版
本
が
流

布
し
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。【
Ｅ
】の
冒
頭
で
張
栻
は「
予

既
作
侯
傳
以
示
新
安
朱
元
晦
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
続
け
て
自
己
の
説

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
得

る
で
あ
ろ
う
。
一
つ
め
の
可
能
性
は
、
張
栻
は
「
侯
傳
」
す
な
わ
ち

『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
を
ひ
と
ま
ず
書
き
上
げ
た
が
、
成
書
の
前
に
朱

熹
に
見
せ
、
彼
の
意
見
を
踏
ま
え
た
【
Ｅ
】
の
部
分
を
加
え
て
完
成

稿
と
し
た
、
と
い
う
も
の
。
二
つ
め
の
可
能
性
は
、
す
で
に
成
書
済

み
で
あ
っ
た
同
著
を
朱
熹
に
見
せ
た
と
こ
ろ
意
見
を
受
け
た
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
後
日
【
Ｅ
】
に
当
た
る
論
を
加
筆
し
た
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、流
伝
し
た『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』は【
Ｅ
】

の
部
分
を
含
ん
だ
も
の
し
か
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
後
者
の
場

合
、【
Ｅ
】
の
部
分
を
加
筆
す
る
前
の
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
も
当
時

に
お
い
て
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
出
回
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま

り
、蕭
常
は
【
Ｅ
】
に
該
当
す
る
部
分
の
無
い
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』（
あ

る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
張
栻
の
著
述
）
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る

の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
彼
が
【
Ｅ
】
の
部
分
を
自
著
で
引
用
し
な

か
っ
た
理
由
は
、
単
純
に
「
元
々
無
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
蕭
常
の
閲
覧
し
た
張
栻
の
著
述
に
【
Ｅ
】
の

部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ

の
場
合
は
前
述
の
通
り
、
蕭
常
は
朱
熹
の
登
場
す
る
【
Ｅ
】
を
読
ん



― 126 ―

だ
上
で
敢
え
て
採
録
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
諸
葛
亮

評
価
を
め
ぐ
る
朱
熹
と
張
栻
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
、
蕭
常
が
知
っ

て
い
た
可
能
性
と
、
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
、
そ
の
い
ず
れ
も
否
定

し
難
い
。

た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
張
栻
が
諸
葛
亮
を
評
価
す
る
に
当
た
っ

て
、
全
面
的
に
依
拠
し
た
の
が
朱
熹
で
は
な
く
張
栻
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
っ
た
。
前
稿
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蕭
常
は
朱
熹
と
ほ

ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～

一
二
〇
〇
）
と
張
栻
（
一
一
三
三
～
一
一
八
〇
）
も
ま
た
ほ
ぼ
同
時

代
人
で
あ
る
か
ら
、
張
栻
・
朱
熹
・
蕭
常
の
三
人
は
同
時
代
人
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
蕭
常
が
朱
熹
の
著
述
を
読
ん
で
い
た
か
は
今
後
慎

重
に
検
討
す
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
蕭
常
が
同
時
代
人
で
あ
る

張
栻
の
著
述
を
読
ん
で
い
る
以
上
、
同
じ
く
同
時
代
人
で
あ
る
朱
熹

の
著
述
を
読
ん
で
い
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
前
述
し
た

よ
う
に
、
蕭
常
は
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
を
通
し
て
朱
熹
の
諸
葛
亮
評

価
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
今
回
検
証
し
た
よ

う
に
、
少
な
く
と
も
諸
葛
亮
評
価
に
関
し
て
言
え
ば
、
蕭
常
が
優
れ

た
見
識
の
持
ち
主
と
し
て
名
を
挙
げ
て
い
る
の
は
張
栻
で
あ
り
、
朱

熹
に
対
す
る
言
及
は
一
切
無
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
三

国
論
の
論
者
と
し
て
の
朱
熹
や
張
栻
の
知
名
度
・
影
響
力
を
考
察
す

る
一
つ
の
手
が
か
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
の
贊
お
よ
び
そ
の
前
段
を
主
な
検

討
対
象
と
し
て
、
蕭
常
の
諸
葛
亮
評
価
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
。

蕭
常
の
諸
葛
亮
に
対
す
る
評
価
は
概
ね
好
意
的
か
つ
高
評
価
で
あ

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
蕭
常
の
三
国
論
も
ま
た
、
南
宋
代
に
お
け
る

蜀
漢
へ
の
肯
定
的
言
説
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
問
題
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
た
だ
し
諸
葛
亮
に
対
す
る
評
価
は
絶
賛
の
み
で
終
わ
っ

て
お
ら
ず
、
劉
備
の
立
后
、
劉
備
へ
の
服
喪
な
ど
に
関
す
る
諸
葛
亮

の
姿
勢
に
対
し
て
は
、
宋
代
士
大
夫
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
手
厳
し

い
批
判
も
加
え
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

た
だ
し
、
斯
か
る
蕭
常
の
諸
葛
亮
評
価
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
確

認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
張
栻
の
論
の
強
い
影
響

下
に
あ
り
、
蕭
常
独
自
の
論
は
ほ
ぼ
無
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
論
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
諸
葛
亮
傳
に
見
え
る
諸
葛
亮
へ
の
評
価

は
、
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
に
お
け
る
諸
葛
亮
評
価
の
ほ
ぼ
丸
写

し
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
贊
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
張
栻
の
論
の

引
用
で
あ
る
こ
と
を
蕭
常
自
身
が
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一

方
で
蕭
常
は
、
張
栻
と
諸
葛
亮
評
価
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
は

ず
の
朱
熹
の
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
南
宋
に
お

け
る
諸
葛
亮
評
価
や
三
国
論
に
お
け
る
張
栻
・
朱
熹
と
い
っ
た
思
想

家
た
ち
の
影
響
力
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
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て
い
る
。

《
注
》

（
1
）	本
稿
に
お
け
る
『
續
後
漢
書
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
叢
書
集
成
初
編

の
『
續
後
漢
書
』（
本
稿
で
は
「
叢
書
集
成
本
」
と
呼
称
）
を
底

本
と
し
、「
四
庫
全
書
」
史
部
・
別
史
類
所
収
の
『
蕭
氏
續
後
漢
書
』

（
本
稿
で
は
「
四
庫
全
書
本
」
と
呼
称
）、
お
よ
び
、
同
治
八
年
重

刊
と
記
載
の
あ
る
『
續
後
漢
書
』
の
版
本
（
本
稿
で
は
「
傳
・
同

治
本
」
と
呼
称
）
を
用
い
て
校
訂
を
行
っ
た
。
叢
書
集
成
本
、
四

庫
全
書
本
、
お
よ
び
傳
・
同
治
本
に
つ
い
て
、
お
よ
び
テ
キ
ス
ト

校
訂
に
関
す
る
凡
例
な
ど
は
、
前
稿
一
お
よ
び
二
を
参
照
。

（
2
）	叢
書
集
成
本
お
よ
び
傳
・
同
治
本
に
よ
る
。
前
稿
一
で
述
べ
た
よ

う
に
、
上
下
で
構
成
さ
れ
て
い
る
卷
に
つ
い
て
は
、
叢
書
集
成
本
、

傳
・
同
治
本
と
四
庫
全
書
本
と
で
は
異
同
が
あ
る
（
本
稿
で
は
卷

数
の
表
記
は
前
者
に
従
う
）。
前
者
で
は
、
昭
烈
皇
帝
紀
（
卷
第

一
上
・
帝
紀
第
一
上
と
卷
第
一
下
・
帝
紀
第
一
下
）
と
諸
葛
亮
傳

が
上
下
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
吳
載
記
第
十
一
も
上

下
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
卷
第
三
十
三
上
・
吳
載
記
第
十
一
上
と
、

卷
第
三
十
三
下
・
吳
載
記
第
十
一
下
）。
た
だ
し
吳
載
記
第
十
一
は
、

上
に
お
い
て
虞
翻
・
張
温
・
韋
昭
ら
を
、
下
に
お
い
て
趙
咨
・ 

沈

珩
ら
を
扱
っ
て
お
り
、
一
人
の
人
物
に
関
す
る
記
録
を
上
下
分
卷

と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
し
て
、四
庫
全
書
本
で
は
、

劉
備
を
扱
う
昭
烈
皇
帝
紀
は
卷
一
・
帝
紀
一
で
、
上
下
に
分
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
四
庫
全
書
本
で
は
吳
載
記
十
一
も
上
下
に
分
け

る
体
裁
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
虞
翻
・
張
温
・
韋
昭
ら
を
扱
っ
て

い
る
の
は
吳
載
記
第
十
一
、
趙
咨
・ 

沈
珩
ら
を
扱
っ
て
い
る
の
は

吳
載
記
第
十
二
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
四
庫
全
書
本
で
は
、
上

下
分
卷
で
一
人
の
人
物
を
扱
っ
て
い
る
の
は
諸
葛
亮
の
み
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
附
言
す
る
と
、
諸
葛
亮
傳
に
も
附
傳
と
し
て
諸
葛

喬
傳
が
あ
り
、
厳
密
に
い
え
ば
「
諸
葛
亮
ひ
と
り
で
上
下
卷
」
で

は
な
い
と
も
い
え
る
が
、
諸
葛
喬
の
扱
い
は
卷
七
下
の
終
盤
に
ご

く
僅
か
記
述
が
割
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
諸
葛
亮
単
独
で
上
下

卷
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
大
過
な
い
。

（
3
）	こ
れ
に
は
例
外
も
あ
り
、『
史
記
』
は
、
卷
二
十
三
・
禮
書
～
卷

二
十
五
・
律
書
、
卷
三
十
五
・
管
蔡
世
家
、
卷
一
百
十
九
・
循
吏

列
傳
、
卷
一
百
三
十
・
太
史
公
自
序
な
ど
の
よ
う
に
「
太
史
公
曰
」

が
複
数
あ
る
卷
や
、卷
十
五
・
六
國
表
な
ど
の
よ
う
に
「
太
史
公
曰
」

が
無
い
卷
も
あ
る
。
た
だ
し
『
史
記
』
の
本
紀
・
世
家
・
列
傳
で

は
多
く
の
場
合
、
巻
末
に
「
太
史
公
曰
」
と
し
て
、
人
物
や
一
族

に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
を
下
す
傾
向
が
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で

あ
ろ
う
。

（
4
）	列
傳
一
の
よ
う
に
「
贊
曰
」
が
巻
末
で
は
な
く
卷
の
途
中
に
あ
る

場
合
や
、
列
傳
八
、
列
傳
十
、
列
傳
十
四
、
吳
載
記
一
、
魏
載
記

一
な
ど
の
よ
う
に「
贊
曰
」が
一
卷
の
中
に
複
数
あ
る
場
合
も
あ
る
。
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（
5
）	四
庫
全
書
本
は
「
才
」
に
つ
く
る
。

（
6
）	四
庫
全
書
本
は
「
大
」
に
つ
く
る
。

（
7
）	四
庫
全
書
本
は
「
康
」
に
つ
く
る
。「
匡
」
は
宋
の
太
祖
趙
匡
胤

の
諱
で
使
用
さ
れ
る
字
で
あ
り
、
宋
代
に
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
。

陳
垣
『
史
諱
擧
例
』（
科
學
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
と
、

宋
代
に
は
「
匡
」
は
正
・
輔
・
規
・
糾
・
光
・
康
な
ど
に
改
め
ら

れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
記
述
に

関
し
て
言
え
ば
、
四
庫
全
書
本
の
記
述
は
宋
代
の
避
諱
が
行
わ
れ
、

一
方
で
叢
書
集
成
本
な
ど
で
は
宋
代
の
避
諱
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
な
る
。

（
8
）	『
李
衛
公
問
對
』卷
上
に
、「
丘
井
之
法
」に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

同
記
述
に
見
え
る
李
靖
の
返
答
に
よ
る
と
、「
丘
井
之
法
」
は
黄

帝
の
創
始
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
継
者
と
い
え
る
の
が
周
初
の
太

公
望
で
あ
る
、
と
い
う
。「
蓋
黄
帝
・
太
公
丘
井
法
也
」
と
い
う

表
現
は
、
こ
の
『
李
衛
公
問
對
』
の
記
述
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

類
す
る
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）	叢
書
集
成
本
、
傳
・
同
治
本
、
四
庫
全
書
本
の
い
ず
れ
も
「
遠
」

に
つ
く
る
が
、『
三
國
志
』
蜀
書
十
一
・
張
裔
傳
に
従
い
「
遺
」
に

改
め
る
。

（
10
）	四
庫
全
書
本
は
「
益
時
」
に
つ
く
る
。
本
稿
で
は
叢
書
集
成
本
お

よ
び
傳
・
同
治
本
の
「
竭
力
」
の
ま
ま
と
す
る
が
、
百
衲
本
『
三

國
志
』
の
該
当
箇
所
は
「
益
時
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
附
記
し

て
お
く
。

（
11
）	亮　

相
爲
る
こ
と
十
四
年
、
纔
か
に
兩ふ
た
たび

赦
す
の
み
。
或
ひ
と
言

ふ
な
ら
く
、「
其
れ
赦
を
惜
し
む
者
な
り
」
と
。
亮
曰
く
、「
治
世

は
大
德
を
以
て
し
、
小
惠
を
以
て
せ
ず
。
故
に
匡
衡
・
吳
漢　

赦

を
爲
す
を
願
は
ず
。
先
帝
も
亦
た
言
ふ
、『
吾　

陳
元
方
・
鄭
康

成
の
間
を
周
旋
し
、
每
に
啟
告
せ
ら
れ
、
治
亂
の
道　

悉
な
る
も
、

曾
て
赦
を
語
ら
ず
』
と
。
劉
景
升
・
季
玉
父
子
の
若
き
は
、
歳
歳

赦
宥
す
る
も
、
何
ぞ
治
に
益
せ
ん
」
と
。
喜
怒
に
任
せ
ず
、
人
に

怨
言
無
し
。
公
事
を
以
て
李
平
・
廖
立
を
廢
す
る
も
、
平
は
亮
の

薨
ず
る
を
聞
く
や
、
憤
を
發
し
て
死
す
る
に
至
り
、
立
も
亦
た
垂

涕
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
吾　

終
に
左
袵
と
爲
ら
ん
」
と
。
嘗
て

八
務
・
七
戒
・
六
恐
・
五
懼
を
作
り
、
皆　

條
章
有
り
、
以
て
臣

子
を
訓
厲
す
。
著
作
郎
の
陳
壽　

亮
の
文
集
を
定
著
す
る
こ
と
、

凡す
べ

て
二
十
四
篇
。
又　

八
陣
圖
を
作
る
。
蓋
し
黄
帝
・
太
公
の
丘

井
法
な
り
。
長
史
の
張
裔　

嘗
て
之
を
稱
し
て
曰
く
、「
公　

賞

は
遠
き
を
遺
さ
ず
、
罰
は
近
き
に
阿
ら
ず
、
爵
は
功
無
き
を
以
て

取
る
可
か
ら
ず
、
刑
は
貴
勢
な
る
を
以
て
免
る
る
可
か
ら
ず
。
此

れ
賢
愚
の
僉　

其
の
身
を
忘
る
る
所
以
な
り
」
と
。
陳
壽　

之
を

評
し
て
曰
く
、「
亮
の
國
に
相
爲
る
や
、
百
姓
を
撫
し
て
儀
軌
を

示
し
、官
職
を
約つ

づ

め
て
權
制
に
從
ひ
、誠
心
を
開
き
、公
道
を
布
く
。

忠
を
盡
く
し
力
を
竭
く
す
者
は
、
讐
と
雖
も
必
ず
賞
す
。
法
を
犯

し
怠
慢
な
る
者
は
、
親
な
り
と
雖
も
必
ず
罰
す
。
罪
に
服
し
情
を
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輸い
た

す
者
は
、
重
し
と
雖
も
必
ず
釋
す
。
辭
を
游
ば
し
め
て
巧
み
に

飾
る
者
は
、
輕
し
と
雖
も
必
ず
戮
す
。
善
は
微
と
し
て
賞
せ
ざ
る

は
無
く
、
惡
は
繊
と
し
て
貶
さ
ざ
る
無
し
。
庶
事　

精
練
し
、
物

は
其
の
本
を
理
め
、
名
に
循
ひ
て
實
を
責
め
、
虛
僞
を
ば
齒
せ
ず
。

刑
政　

峻
な
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
怨
む
者
無
し
。
其
の
心
を
用

ふ
る
こ
と
平
ら
か
に
し
て
勸
戒
す
る
こ
と
明
ら
か
な
る
を
以
て
な

り
。
治
を
識
る
の
良
才
、
管
・
蕭
の
亞
匹
と
謂
ふ
可
し
」
と
。
壽　

又　

云
ふ
、「
應
變
の
將
略
は
、
其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
。

論
者　

以
て
然
り
と
爲
さ
ず
。

（
12
）	た
と
え
ば
、
卷
第
二
・
少
帝
（
劉
禪
）
紀
の
贊
は
、
陳
壽
の
評
と

か
な
り
類
似
し
た
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
陳

壽
評
之
曰
」
に
当
た
る
表
現
は
な
く
、
あ
た
か
も
蕭
常
独
自
の
見

解
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
筆
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
の
詳
細
は
別
稿
を
用
意
中
で
あ
る
。

（
13
）	本
論
で
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
は
、『
漢
丞
相
諸
葛
忠
武
侯
傳
』（
張

栻
撰
、
全
一
巻
、
四
部
叢
刊
續
編
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
。

一
九
八
四
年
に
上
海
書
店
が
重
印
）
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
こ

の
四
部
叢
刊
續
編
本
は
巻
末
の
「
校
勘
記
」
で
少
な
か
ら
ず
誤
植

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	『
三
國
志
』
の
本
紀
や
列
傳
は
、
人
物
の
事
蹟
（
お
よ
び
一
族
や

関
係
者
の
附
傳
）の
記
述
の
あ
と
直
ち
に「
評
曰
」へ
と
続
く
卷
と
、

「
評
曰
」
の
前
に
人
物
評
価
な
ど
に
関
す
る
記
載
を
挟
ん
で
い
る

卷
と
が
あ
り
、
諸
葛
亮
傳
は
後
者
に
当
た
る
。『
三
國
志
』
諸
葛

亮
傳
で
は
、
諸
葛
亮
の
死
亡
記
事
お
よ
び
死
後
の
出
来
事
を
記
し

た
あ
と
、『
諸
葛
氏
集
』
目
録
、
お
よ
び
同
集
を
奉
っ
た
際
の
上

表
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
け
て
諸
葛
喬
・
諸

葛
瞻
ら
の
附
傳
が
あ
り
、そ
の
後
が
「
評
曰
」
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
陳
壽
の
上
表
文
の
中
身
は
、
諸
葛
亮
に
対
す
る
人

物
評
価
を
多
分
に
含
ん
で
お
り
、
陳
壽
は
「
評
曰
」
の
前
に
も
長

文
の
諸
葛
亮
へ
の
賞
賛
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
15
）	張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
は
、
諸
葛
亮
に
関
す
る
事
蹟
を
述
べ
た

あ
と
、
彼
に
対
す
る
先
人
の
評
価
な
ど
を
挙
げ
た
上
で
、
最
後
に

「
廣
漢
郡
張
栻
曰
」
で
始
ま
る
長
文
の
諸
葛
亮
評
価
を
述
べ
て
い

る
。

（
16
）	紙
幅
の
都
合
で
引
用
は
省
略
す
る
が
、
張
栻
は
、
黄
忠
を
關
羽
と

同
列
に
扱
え
ば
關
羽
が
怒
る
で
あ
ろ
う
と
劉
備
に
助
言
し
た
こ
と

や
、
魏
延
と
楊
儀
が
諸
葛
亮
生
前
は
よ
く
命
令
に
服
し
た
が
、
そ

の
死
後
は
互
い
に
殺
し
合
っ
た
こ
と
を
具
体
例
と
し
て
あ
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
『
三
國
志
』
蜀
書
六
・
黄
忠
傳
、
蜀
書
十
・
魏
延
傳
・

楊
儀
傳
な
ど
の
記
述
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）	『
三
國
志
』
蜀
書
三
・
後
主
傳
の
評
を
典
拠
と
し
た
表
現
。

（
18
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
に
「
袁
子
曰
」
と
し
て
引
か
れ
る
裴
注
を

典
拠
と
し
た
表
現
。

（
19
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
注
『
漢
晉
春
秋
』
を
典
拠
と
し
た
表
現
。
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（
20
）	蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
贊
の
校
勘
は
、
前
述
し
た
叢
書
集

成
本
、
傳
・
同
治
本
、
四
庫
全
書
本
に
よ
る
校
勘
に
加
え
て
、
本

論
中
で
述
べ
て
い
る
理
由
に
よ
り
、
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
も

校
勘
の
参
照
に
用
い
た
。
た
だ
し
、
蕭
常
の
諸
葛
亮
傳
贊
と
『
諸

葛
忠
武
侯
傳
』
と
は
、
大
意
は
同
じ
な
が
ら
細
か
い
表
現
の
異
同

は
相
当
多
い
た
め
、
本
論
で
は
必
要
に
応
じ
た
参
照
・
校
勘
に
留

め
、
細
か
い
異
同
の
指
摘
は
行
わ
な
い
。
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

と
蕭
常
の
諸
葛
亮
傳
贊
の
異
同
の
う
ち
特
記
し
て
お
く
べ
き
も
の

と
し
て
は
、
本
論
で
言
及
し
て
い
る
大
幅
な
省
略
の
他
に
、
張
栻

が
諸
葛
亮
を
「
侯
」
と
呼
称
し
て
い
る
箇
所
を
蕭
常
は
「
亮
」
と

し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、張
栻『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

が
諸
葛
亮
を
「
侯
」
と
呼
称
す
る
の
は
巻
末
の
「
廣
漢
郡
張
栻
曰
」

か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
箇
所
で
は
張
栻
も
「
亮
」
と
呼
称
し

て
い
る
。

（
21
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
三
老
・
董
公
獨
得
宏
綱
、
以

告
漢
高
帝
。
惜
高
帝
未
能
盡
其
用
也
。」
が
入
る
。

（
22
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
注
『
漢
晉
春
秋
』
に
引
用
さ
れ
る
諸
葛
亮

の
上
表
、
い
わ
ゆ
る
「
後
出
師
表
」
に
見
え
る
表
現
を
指
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
23
）	夏
王
朝
が
一
度
は
臣
下
に
実
権
を
奪
わ
れ
た
が
、
四
十
年
を
経
て

実
権
を
王
が
再
度
掌
握
し
た
こ
と
を
い
う
。
少
康
は
、
夏
王
朝
の

王
。
少
康
の
即
位
に
つ
い
て
『
史
記
』
巻
二
・
夏
本
紀
に
は
「
帝

相
崩
、子
帝
少
康
立
」
と
し
か
記
録
が
見
え
な
い
が
、『
史
記
索
隱
』

や
『
史
記
正
義
』
の
紹
介
す
る
少
康
即
位
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
総

合
す
る
と
、
夏
王
朝
の
実
権
は
后
羿
に
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
后
羿
を

殺
し
た
寒
浞
と
そ
の
子
は
帝
相
を
滅
ぼ
し
た
が
、
夏
の
遺
臣
で

あ
っ
た
靡
ら
が
寒
浞
ら
を
討
ち
、
帝
相
の
子
で
あ
っ
た
少
康
を
即

位
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。
本
文
に
見
え
る
「
四
十
年
」
と
い
う
表

現
の
典
拠
は
、『
史
記
正
義
』
の
「
按
、
帝
相
被
篡
、
歷
〔
后
〕
羿
・

〔
寒
〕
浞
二
世
、
四
十
年
。
而
此
紀
不
説
、
亦
馬
遷
所
爲
疏
略
也
」

と
い
う
記
述
で
あ
ろ
う
（
傍
線
、
亀
甲
括
弧
お
よ
び
亀
甲
括
弧
内

の
文
字
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
）。

（
24
）	「
觀
其
」
は
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
自
幼
讀
書
、
獨
觀
大
畧
、

晨
夜
從
容
、
抱
膝
長
嘯
、
其
胸
中
所
見
、
豈
淺
識
所
能
窺
哉
。」

に
つ
く
る
。

（
25
）	叢
書
集
成
本
は
「
昭
」
に
つ
く
る
が
、傳
・
同
治
本
、四
庫
全
書
本
、

お
よ
び
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
に
従
い
「
照
」
に
改
め
る
。

（
26
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
拳
拳
之
心
、
實
在
後
主
。」
が

入
る
。

（
27
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
に
見
え
る
上
表
文
（
い
わ
ゆ
る
「
出
師
表
」）

に
あ
る
「
親
賢
臣
、
遠
小
人
、
此
先
漢
所
以
興
隆
也
。
親
小
人
、

遠
賢
臣
、
此
後
漢
所
以
傾
頹
也
」
を
指
す
。

（
28
）	「
禮
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
理
」
に
つ
く
る
。

（
29
）	「
人
の
善
い
点
を
見
る
と
、
我
が
身
か
ら
出
た
こ
と
の
よ
う
に
喜
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ぶ
」
の
意
。
類
似
表
現
と
し
て
、『
後
漢
書
』
列
傳
六
十
・
孔
融

傳
に
「
融
聞
人
之
善
、
若
出
諸
己
」
と
あ
る
。

（
30
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
娶
婦
沔
南
、
惟
賢
是
取
、
人

之
訕
笑
、
不
復
顧
也
。」
が
入
る
。

（
31
）	「
爲
」
は
、
四
庫
全
書
本
お
よ
び
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
都
」

に
つ
く
る
。

（
32
）	「
爲
如
何
哉
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
豈
不
具
哉
」
に
つ

く
る
。

（
33
）	「
竊
竊
」
は
、
四
庫
全
書
本
は
「
切
切
」
に
つ
く
る
。

（
34
）	「
雨
雪
見
晛
」
は
、『
詩
經
』
小
雅
・
魚
藻
之
什
・
角
弓
を
典
拠
と

し
た
表
現
。『
詩
經
』
角
弓
に
「
雨
雪
瀌
瀌
、
見
晛
曰
消
、（
中
略
）

雨
雪
浮
浮
、
見
晛
曰
流
」（
雪　

雨ふ

る
こ
と
瀌
瀌
た
れ
ど
も
、
晛

を
見
れ
ば
曰こ

こ

に
消
ゆ
、（
中
略
）
雪　

雨
る
浮
浮
た
れ
ど
も
、
晛

を
見
れ
ば
曰
に
流
る
）
と
あ
る
。
雪
が
盛
ん
に
降
っ
て
も
、
日
の

光
に
あ
た
れ
ば
消
え
て
し
ま
い
、
溶
け
て
流
れ
る
。
小
人
の
勢
い

が
盛
ん
で
も
、
君
子
が
美
道
を
以
て
教
え
れ
ば
小
人
の
跋
扈
も
や

む
で
あ
ろ
う
、
の
意
。（
高
田
眞
治
『
漢
詩
大
系　

詩
經　

下
』

集
英
社
、
一
九
六
八
年
を
参
照
）。
な
お
、「
晛
」
は
、
四
庫
全
書

本
は
「
睹
」
に
つ
く
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
35
）	四
庫
全
書
本
お
よ
び
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
、「
雜
」
の
後
ろ

に
「
於
」
が
入
る
。

（
36
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
に
注
と
し
て
引
か
れ
る
『
晉
陽
秋
』
の
「
有

星
赤
而
芒
角
、
自
東
北
西
南
流
、
投
于
亮
營
、
三
投
再
還
、
往
大

還
小
。」
の
こ
と
を
指
す
か
。
た
だ
し
張
栻
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

お
よ
び
蕭
常
『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
で
は
こ
れ
に
該
当
す
る
記

事
は
採
録
さ
れ
ず
、『
續
後
漢
書
』
諸
葛
亮
傳
で
は
「
有
星
隕
於

營
中
。
亮
薨
、
年
五
十
四
」
と
の
み
見
え
る
。

（
37
）	「
天
不
祚
漢
、
妖
星
告
變
、
謂
之
何
哉
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』

で
は
「
不
幸
薨
謝
、
匪
大
數
然
歟
」。

（
38
）	「
攘
」
は
四
庫
全
書
本
で
は
「
掃
」。

（
39
）	『
孟
子
』
盡
心
章
句
上
に
「
孟
子
曰
、待
文
王
而
後
興
者
、凡
民
也
。

若
夫
豪
傑
之
士
、
雖
無
文
王
猶
興
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
40
）	洙
水
と
泗
水
。『
禮
記
』
檀
弓
上
に
、
曾
子
の
子
夏
へ
の
言
葉
と

し
て
「
吾
與
女
事
夫
子
於
洙
泗
之
間
」
と
あ
る
の
が
見
え
る
。「
洙

泗
」
と
は
孔
子
が
弟
子
を
教
え
た
地
を
指
す
語
で
あ
り
、
後
に
は

は
孔
子
・
儒
家
・
儒
学
な
ど
を
指
す
語
と
も
な
っ
た
。
な
お
、「
洙

泗
」
は
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
洙
泗
之
門
」。

（
41
）	『
三
國
志
』
諸
葛
亮
傳
に
あ
る
「
每
自
比
於
管
仲
・
樂
毅
」
の
こ

と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
42
）	「
亮
王
者
之
佐
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
侯
蓋
師
慕
王
者

之
佐
、
其
歩
趍
則
然
」。

（
43
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
故
不
復
云
。」
が
入
る
。

（
44
）	贊
に
曰
く
、
廣
漢
の
張
栻
に
言
有
り
、「
三
代
衰
へ
、
五
伯
起
こ
り
、

而
し
て
功
利
の
説　

天
下
に
盈
ち
、
國
を
謀
る
者　

復
た
正
義
明
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道
の
貴
爲
る
を
知
ら
ず
。
亮　

漢
祚
の
季
に
當
た
る
や
、
乃
ち
能

く
其
の
機
を
執
り
て
之
を
用
ふ
。
其
の
言
に
曰
く
、『
漢
と
賊
と

は
兩
立
せ
ず
、
臣　

鞠
躬
盡
力
し
、
死
し
て
後　

已
ま
ん
』
と
。

嗚
呼
、
此
れ
夏
の
少
康　

四
十
年
に
し
て
宗
祀
を
經
營
し
、
而
し

て
卒
に
以
て
天
に
配
す
る
の
本
心
な
り
。
亮
の
若
き
者
は
、
正
大

の
體
を
有
す
と
謂
ふ
可
し
。
其
の
隆
中
に
高
臥
し
、
聞
達
を
求
め

ざ
る
を
觀
る
に
、
蓋
し
將
に
身
を
終
え
ん
と
す
る
な
り
。
昭
烈
は

漢
室
の
胄
に
し
て
、
而
も
三
た
び
之
を
草
廬
に
顧
み
る
。
名
義　

既
に
正
に
し
て
、
賢
を
好
む
の
意　

又
た
篤
し
。
安
ん
ぞ
身
を
以

て
之
を
許
さ
ざ
る
を
得
ん
や
。
故
に
其
の
君
臣　

相
與
す
る
や
、

一
に
道
義
を
以
て
し
て
勢
を
忘
る
。
遺
を
受
く
る
の
際
、
肝
膽　

相
照
ら
し
、
纖
芥
の
形
迹
も
無
し
。
何
ぞ
其
れ
盛
ん
な
る
や
。
亮

の
恢
復
の
規
模
は
、
先
づ
根
本
の
計
を
爲
す
。
方
に
建
興
の
初
め
、

農
に
務
め
兵
を
訓を

し

へ
、
以
て
國
事
を
治
む
。
國
事　

既
に
定
ま
る

や
、
北
に
向
か
ひ
て
討
つ
を
致
し
、
軍
旅　

將
に
發
せ
ん
と
す
る

や
、
表
を
拜
し
て
忠
を
納
め
、
反
復
曲
折
し
て
、
專
ら
宮
中
・
府

中
の
事
を
以
て
言
と
爲
し
、
且
つ
賢
臣
に
親
し
み
小
人
を
遠
ざ
く

の
義
を
陳
べ
、
一
篇
の
中
に
、
三
た
び
意
を
致
す
。
而
し
て
其
の

章
を
終
る
に
、
尤
も
切
至
爲
り
て
、
亮
の
意　

抑
々
深
く
且
つ
遠

し
。
其
の
行
事
に
即
き
て
之
を
觀
る
に
、
姑
息
の
私
意
を
絶
ち
、

常
禮
の
大
公
に
本
づ
き
、
善
を
見
れ
ば
諸こ

れ

を
己
よ
り
出
す
が
若
し
。

人
を
用
ふ
る
や
各
々
其
の
才
を
盡
く
さ
し
め
、
或
ひ
と
罪
有
る
に

至
る
や
、
素
よ
り
禮
遇
す
る
所
と
雖
も
、
馬
謖
の
如
き
は
、
且し

ば
らく

流
涕
す
る
も
之
を
誅
し
て
釋
さ
ざ
る
な
り
。
故
に
李
平
・
廖
立　

廢
放
せ
ら
る
る
と
雖
も
、
没
齒
ま
で
怨
言
無
し
。
蓋
し
其
の
斯
の

世
に
於
け
る
や
、
欲
す
る
所　

存
せ
ず
。
身
は
將
相
爲た

る
こ
と

三
十
年
間
な
る
も
、
家
に
贏
餘
無
く
、
天
下
を
視
る
に
一
の
以
て

中
を
動
か
す
に
足
る
者
無
し
。
其
の
正
大
の
體
、
如
何
爲
る
か
な
。

亮
の
嗣
君
を
奉
ず
る
や
、
小
心
恭
恪
た
り
。
一
國
の
柄
、
舉
げ
て

其
の
手
よ
り
出
づ
る
も
、
而
れ
ど
も
人
は
其
の
權
爲た

る
を
知
ら
ず
。

彼
の
姦
を
懷
き
逆
を
稔つ

み
、
竊ひ

竊そ

か
に
人
の
宗
祀
を
窺
ふ
者
、
雪

雨ふ

る
も
晛ひ
ざ
しを

見
れ
ば
、
亮
と
敵
せ
ん
か
な
。
耕
者
を
し
て
渭
濵
に

雜
は
ら
し
む
る
に
至
り
て
は
、
輿
圖
の
復
は
、
已
に
恢
恢
然
と
し

て
其
の
目
中
に
在
り
。
天　

漢
に
祚
せ
ず
、
妖
星　

變
を
告
ぐ
る

は
、
之
を
謂い

か
ん何
せ
ん
。

	

　

或
ひ
と
謂
ふ
、『
亮
の
昭
烈
に
荊
州
を
取
る
を
勸
む
る
は
不
義

爲
り
』
と
。
而
れ
ど
も
劉
琮　

既
に
操
に
降
り
た
れ
ば
、
則
ち
荊

州
は
固
よ
り
魏
の
荊
州
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
昭
烈
の
此
の
機

を
失
す
る
を
惜
し
む
な
り
。
或
ひ
と
又
た
、『
魏
延
の
策
、
其
の

用
ゐ
ら
れ
ざ
る
を
恨
む
』
と
謂
ふ
は
、
天
の
將
に
漢
を
昌
ん
に
せ

ん
と
す
る
に
、
姦
逆
を
攘
除
す
る
は
、
直
だ
餘
事
の
み
に
し
て
、

險
を
行
ひ
て
倖
を
僥も

と

む
る
は
、
其
の
志
に
非
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
な

り
。
嗚
呼
、
秦
漢
よ
り
以
來
、
士　

戰
國
の
餘
習
に
狃
れ
、
張
子

房
は
號
し
て
傑
出
と
爲
す
者
な
れ
ど
、
猶
ほ
未
だ
雜
ふ
る
に
伯
術
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を
以
て
す
る
を
免
れ
ず
。
亮
の
若
き
は
真
に
『
豪
傑
の
士
、
文
王

無
く
と
も
猶
ほ
興
る
』
者
な
り
。
も
し
洙
・
泗
に
游
び
、
講
學
し

て
以
て
之
を
終
る
を
得
ば
、
則
ち
其
の
至
る
所
、
又　

當
に
若
何

す
べ
し
。
傳
に
稱
す
ら
く
、
始
め
亮　

隆
中
に
在
り
て
、
管
・
樂

を
以
て
自
ら
許
す
と
。
予　

謂
ふ
に
、
亮
は
王
者
の
佐
に
し
て
、

豈
に
管
・
樂
と
同と

も

に
功
利
の
域
に
在
る
者
な
ら
ん
や
。
意
ふ
に
傳

者
の
誤
り
な
る
の
み
」
と
。

（
45
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
其
所
以
望
其
君
者
」
が
入
る
。

（
46
）	『
三
國
志
』
蜀
書
二
・
先
主
傳
注
に
あ
る
「『
諸
葛
亮
集
』
載
先
主

遺
詔
敕
後
主
曰
、『（
中
略
）
聞
丞
相
爲
寫
申
・
韓
・
管
子
・
六
韜

一
通
已
畢
、
未
送
、
道
亡
、
可
自
更
求
聞
達
。』」
の
こ
と
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

（
47
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
疑
則
可
闕
也
。」
が
入
る
。

（
48
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
蓋
侯
之
心
、
欲
昭
烈
以
興
復

漢
室
爲
己
任
、
以
興
復
漢
室
爲
己
任
、
則
天
下
諸
侯
内
懷
它
圖
者
、

吾
固
得
以
正
名
而
討
之
矣
。」
が
入
る
。

（
49
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
坐
務
自
大
正
其
罪
而
伐
之
、則
」

が
入
る
。

（
50
）	「
惜
其
徇
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
然
昭
烈
之
爲
人
、徇
於
」。

（
51
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
降
操
、
荊
・
益
」
が
入
る
。

（
52
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
黽
勉
」
が
入
る
。

（
53
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
大
義
榛
塞
」
が
入
る
。

（
54
）	「
如
有
亮
」
は
、『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
幸
而
有
若
侯
者
」。

（
55
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
一
時
」
が
入
る
。

（
56
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
故
予
推
明
其
本
心
、
證
以
平

生
大
節
、
而
削
史
之
説
、
有
近
於
霸
術
者
、
區
區
妄
意
扶
正
息
邪
、

而
不
自
知
其
過
也
。」
が
入
る
。

（
57
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
こ
こ
に
「
故
昭
烈
譎
取
劉
璋
、
於
行
一

不
義
、
殺
一
不
辜
之
道
、
終
爲
有
媿
。
侯
當
此
時
處
之
、
亦
有
未

盡
焉
。」
が
入
る
。

（
58
）	「
亡
國
」
と
は
、
劉
備
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
劉
璋
政
権
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。「
宗
婦
」
と
は
、
同
姓
の
者
の
婦
人
。『
春
秋
左
氏
傳
』

荘
公
・
傳
二
十
四
年
の
杜
預
注
に
「
宗
婦
、
同
姓
大
夫
之
婦
」
と

あ
る
。
す
な
わ
ち「
亡
國
之
宗
婦
」と
は
、劉
備
の
皇
后
と
な
っ
た
、

吳
懿
の
妹
の
こ
と
。
彼
女
は
劉
焉
の
子
・
劉
瑁
の
妻
で
あ
り
、
劉

備
に
と
っ
て
彼
女
は
「
宗
婦
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
59
）	「
以
日
易
月
」
は
、
三
年
の
服
喪
期
間
を
三
十
六
日
と
す
る
前
漢

文
帝
の
指
示
の
こ
と
。
前
漢
文
帝
は
、
自
分
の
死
後
の
服
喪
に
つ

い
て
遺
詔
し
て
お
り
、『
漢
書
』
卷
四
・
文
帝
紀
に
そ
の
内
容
が

み
え
る
。
そ
の
中
に
「
服
大
紅
十
五
日
、
小
紅
十
四
日
、
纖
七
日
、

釋
服
。」
と
あ
り
、こ
れ
に
つ
い
て
顔
師
古
注
に
は
「
應
劭
曰
、『（
中

略
）凡
三
十
六
日
而
釋
服
矣
。
此
以
日
易
月
也
。』（
中
略
）師
古
曰
、

『（
中
略
）
此
喪
制
者
、文
帝
自
率
己
意
創
而
爲
之
、非
有
取
於
『
周

禮
』
也
。
何
爲
以
日
易
月
乎
。
三
年
之
喪
、
其
實
二
十
七
月
、
豈
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有
三
十
六
月
之
文
。（
以
下
略
）』」
と
あ
る
。

（
60
）	「
失
」
は
四
庫
全
書
本
で
は
「
事
」
に
つ
く
る
。
ま
た
『
諸
葛
忠

武
侯
傳
』
で
は
「
以
日
易
月
」
の
下
が
行
末
ま
で
空
白
で
、
改
行

の
う
え
「
昭
烈
之
喪
」
と
続
い
て
い
る
。
前
掲
「
校
勘
記
」
に
よ

る
と
、
十
萬
卷
樓
本
で
は
「
以
日
易
月
」
の
下
に
「
後
世
之
大
失

也
而
」の
七
文
字
が
あ
る
と
い
う
。
本
論
で
も
こ
れ
に
従
っ
て『
諸

葛
忠
武
侯
傳
』
該
当
箇
所
を
解
釈
し
た
。

（
61
）	「
冢
宰
」
は
周
代
の
官
名
で
、
政
務
を
掌
り
百
官
を
統
べ
る
。
こ

こ
で
は
宰
相
の
意
で
用
い
ら
れ
、
諸
葛
亮
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
62
）	叢
書
集
成
本
、傳
・
同
治
本
、四
庫
全
書
本
で
は
「
因
」
に
作
る
が
、

『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
に
従
い
「
固
」
に
改
め
る
。

（
63
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
で
は
「
謬
之
」
で
行
末
と
な
り
、次
の
行
は
「
其

學
之
未
至
歟
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
前
掲
「
校
勘
記
」

に
よ
る
と
、
十
萬
卷
樓
本
で
は
「
謬
之
」
の
下
の
空
白
に
「
禮
茲

可
見
」
の
四
文
字
が
あ
る
と
い
う
。

（
64
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
に
は
「
且
未
踰
年
而
改
元
」
に
該
当
す
る
表

現
が
無
い
。

（
65
）	『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
は
「
其
學
之
未
至
歟
。」
の
後
に
「
然
則
當
斷

之
曰
、
若
侯
者
、
體
正
大
而
學
未
至
者
也
。
故
備
列
於
此
以
與
朋

友
共
講
焉
。」
と
続
い
て
、
全
文
を
終
え
て
い
る
（
こ
の
部
分
の

字
句
は
前
掲
「
校
勘
記
」
の
指
摘
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
て
お
く
）。
こ
の
部
分
と
、蕭
常
の
贊
に
あ
る
「
嗟
乎
、

若
亮
者
、
體
正
大
而
能
充
之
以
學
、
吾
必
謂
之
三
王
之
佐
矣
」
の

部
分
は
、
傍
線
を
附
し
た
部
分
な
ど
の
表
現
が
類
似
し
て
い
る
た

め
、「
吾
必
謂
之
三
王
之
佐
矣
。」
ま
で
が
張
栻
の
論
の
引
用
で
あ

る
可
能
性
も
考
え
得
る
。
だ
が
、「
嗟
乎
」
や
「
吾
必
謂
之
三
王

之
佐
矣
」
に
該
当
す
る
表
現
は
『
諸
葛
忠
武
侯
傳
』
に
見
出
せ
な

い
た
め
、
本
論
で
は
「
其
學
之
未
至
歟
」
ま
で
を
張
栻
『
諸
葛
忠

武
侯
傳
』
の
論
の
引
用
、「
嗟
乎
」
か
ら
を
蕭
常
の
文
で
あ
る
と

見
な
す
こ
と
に
す
る
。
本
論
が
参
照
し
た
四
部
叢
刊
續
編
本
の『
諸

葛
忠
武
侯
傳
』
は
、
こ
の
巻
末
部
分
に
お
け
る
「
校
勘
記
」
の
指

摘
が
多
く
（
校
勘
無
し
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
箇
所
も
あ
る
）、

同
書
が
後
世
に
伝
わ
る
過
程
で
少
な
か
ら
ず
錯
誤
や
字
句
の
変
化

が
生
じ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
蕭
常
が
参
照
し
た
張
栻
の

著
作
で
は
、「
吾
必
謂
之
三
王
之
佐
矣
」
に
該
当
す
る
表
現
が
あ
っ

た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蕭
常
の
著

し
た
諸
葛
亮
傳
贊
が
ほ
と
ん
ど
張
栻
の
論
の
丸
写
し
で
あ
る
と
い

う
事
実
に
変
わ
り
は
無
い
。

（
66
）	『
漢
書
』
卷
五
十
六
・
董
仲
舒
傳
に
「
至
向
曾
孫
龔
、
篤
論
君
子
也
」

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
表
現
か
。

（
67
）	　

栻　

又　

言
ふ
、「
予　

出
師
の
表
を
讀
み
、
其
の
嗣
君
に
告

ぐ
る
所
以
の
者
を
見
る
に
、
一
に
正
に
本
づ
く
。
殊
に
刻
核
陰
謀

の
説
に
非
ず
。
故
に
『
手
づ
か
ら
申
韓
等
の
書
を
寫
す
』
に
於
け

る
は
、
亦
た
之
を
疑
ふ
。
方
に
亮
の
一
た
び
昭
烈
を
見
る
や
、
遂か

く
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て
荊
・
益
を
取
る
の
計
を
定
む
る
は
、
時
に
昭
烈　

未
だ
駐
足
の

地
を
有
せ
ず
、
諸
國
を
歴
觀
す
る
に
、
獨
り
劉
氏
の
み
に
て
は
荊
・

益
を
守
る
こ
と
能
は
ず
、
是
れ
誠
に
天
の
資
す
る
所
な
れ
ば
な
り
。

若
し
昭
烈　

荊
・
益
を
以
て
賊
を
討
つ
を
忘
る
る
こ
と
無
く
ん
ば
、

夫
れ
誰
か
敢
え
て
服
せ
ざ
ら
ん
。
其
の
小
さ
き
不
忍
に
徇し

た
がひ
て
大

計
を
妨
げ
、
故
に
劉
琮　

取
る
可
き
も
取
ら
ざ
る
を
惜
し
む
。
則

ち
亮
の
策
、
昭
烈　

猶
ほ
盡
く
は
從
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
る
な

り
。
狼
狽
し
て
遁
る
る
に
及
び
て
は
、
吳
の
力
を
藉
り
、
操
を
赤

壁
に
敗
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
終
に
吳
に
迫
ら
れ
、
乃
ち
始
め
て

蜀
に
入
る
や
、
譎
計
を
以
て
之
を
取
る
。
予　

亮
の
此
に
於
け
る

や
、
蓋
し
亦
た
已
む
を
得
ざ
る
こ
と
有
る
の
み
に
し
て
、
草
廬
に

て
昭
烈
に
告
ぐ
る
所
以
の
本
意
に
非
ざ
る
を
知
る
。
嗟
呼
、
五
伯

よ
り
以
來
、
功
利
の
説　

天
下
に
盈
つ
。
亮
に
其
の
正
を
堅
守
し
、

利
鈍
を
以
て
共
に
は
天
を
戴
か
ざ
る
の
心
を
易
へ
ざ
る
こ
と
有
る

が
如
き
は
、
其
の
以
て
王
道
な
る
者
と
言
ふ
可
き
に
庶ち

か

し
。

	

　

然
り
と
雖
も
、
亮
の
學
に
於
け
る
や
未
だ
足
ら
ず
と
爲
し
、

故
に
知
に
未
だ
至
ら
ざ
る
の
所
有
る
な
り
。
知
に
未
だ
至
ら

ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
心
に
未
だ
盡
く
さ
ざ
る
有
り
。
未
だ
能

く
其
の
心
を
盡
く
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
事
に
於
け
る
や
、

徧
該
し
て
一
に
之
を
貫
く
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
開
國
建
后

は
、
大
事
な
り
。
而
る
に
策
を
奉
じ
て
立
つ
る
所
の
者
は
、

乃
ち
亡
國
の
宗
婦
な
り
。
日
を
以
て
月
に
易
ふ
る
は
、
後
世

の
大
失
な
り
。
而
る
に
冢
宰
の
贊
す
る
所
は
、
乃
ち
固
よ
り

謬
れ
る
の
禮
な
り
。
且
つ
未
だ
踰
年
せ
ず
し
て
改
元
す
。
此

れ
以
て
其
の
學
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
見
る
こ
と
有
る
か
な
」

と
。

	

　

嗟
乎
、
若
し
亮
な
る
者
、
體　

正
大
に
し
て
能
く
之
を
充
た
す

に
學
を
以
て
せ
ば
、
吾　

必
ず
之
を
三
王
の
佐
と
謂
は
ん
。
栻
は
、

篤
論
の
君
子
な
り
、
其
の
言　

爾し
か

云い

ふ
。

（
68
）	吳
載
記
第
一
に
は「
贊
曰
」が
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
め
の
贊
は
孫
堅
・

孫
策
の
記
述
を
終
え
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
お
よ
そ
百
二
十
字
。

二
つ
め
の
贊
は
巻
末
の
も
の
で
、
お
よ
そ
百
三
十
字
で
あ
る
。

（
69
）	魏
載
記
第
一
に
は
「
贊
曰
」
が
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
め
の
贊
は
曹

操
の
記
述
を
終
え
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
お
よ
そ
二
百
四
十
字
。

二
つ
め
の
贊
は
巻
末
の
も
の
で
、
お
よ
そ
八
十
字
で
あ
る
。

（
70
）	本
稿
で
挙
げ
た
字
数
は
筆
者
が
数
え
た
も
の
で
あ
り
、
お
お
よ
そ

の
目
安
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

（
71
）	な
お
、「
贊
曰
」
の
文
字
数
が
多
い
卷
と
し
て
は
、
他
に
も
列
傳

十
四
が
あ
る
。
同
卷
は
譙
周
と
黄
皓
を
扱
っ
た
卷
で
あ
り
、「
贊
曰
」

も
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
め
の
贊
は
譙
周
の
記
述
を
終
え
た
と
こ
ろ

の
も
の
で
、お
よ
そ
三
百
五
十
字
。二
つ
め
の
贊
は
巻
末
の
も
の
で
、

お
よ
そ
四
百
六
十
字
。
合
計
す
る
と
八
百
字
を
越
え
る
。
蜀
漢
滅

亡
に
大
き
く
関
わ
る
人
物
二
人
を
扱
っ
た
同
卷
で
あ
る
だ
け
に
、

蕭
常
も
多
く
の
こ
と
を
述
べ
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る
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文
字
数
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、こ
の
文
字
数
は
二
つ
の「
贊
曰
」

を
合
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
諸
葛
亮
傳
の
贊
の
文
字
数

に
及
ば
な
い
。

（
72
）	『
三
國
志
』
蜀
書
四
・
二
主
妃
子
傳
に
よ
る
と
、
皇
帝
に
即
位
し
た

劉
備
は
、
夫
人
で
あ
っ
た
吳
懿
の
妹
を
皇
后
と
し
た
が
、
そ
の
策

文
に
よ
る
と
、
皇
后
の
璽
綬
を
授
け
る
べ
く
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

他
な
ら
ぬ
諸
葛
亮
で
あ
っ
た
。

（
73
）	『
三
國
志
』
蜀
書
二
・
先
主
傳
に
、「
亮
上
言
於
後
主
曰
、『（
中
略
）

乃
顧
遺
詔
、
事
惟
太
宗
（
後
略
）』」
と
あ
る
。
中
華
書
局
本
（
本

論
で
は
、陳
乃
乾
校
點
、一
九
五
九
年
初
版
、一
九
八
二
年
第
二
版
、

一
九
八
八
年
第
十
四
次
印
刷
版
を
参
照
し
た
）で
は「
太
宗
」を「
大

宗
」
に
つ
く
る
が
、
本
稿
で
は
百
衲
本
に
従
い
「
太
宗
」
と
し
て

読
む
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
太
宗
」
は
前
漢
文
帝
を

指
す
と
解
釈
す
る
渡
邉
義
浩
・
仙
石
知
子
『
全
譯
三
國
志
』
第
六

册
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
の
解
釈
に
従
う
。
お
そ
ら
く
張

栻
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
ら
こ
そ
、「
以
日
易
月
」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
諸
葛
亮
が
言
及
す

る
劉
備
の
遺
言
に
お
け
る
服
喪
の
内
容
に
は
、（
現
存
す
る
史
料

か
ら
判
断
す
る
限
り
に
お
い
て
）「
以
日
易
月
」
が
指
す
と
思
わ

れ
る
服
喪
を
三
十
六
日
と
す
る
指
示
は
無
く
、「
動
容
損
益
、
百

寮
發
哀
、
滿
三
日
除
服
、
到
葬
期
復
如
禮
。
其
郡
國
太
守
・
相
・

都
尉
・
縣
令
長
、
三
日
便
除
服
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
で
、

文
帝
の
遺
詔
に
は
三
十
六
日
の
服
喪
に
関
す
る
指
示
だ
け
で
な
く

「
其
令
天
下
吏
民
。
令
到
出
臨
三
日
皆
釋
服
」
と
い
う
指
示
も
見

え
る
。
と
な
れ
ば
、
諸
葛
亮
が
引
く
劉
備
の
遺
詔
の
言
う
「
事
惟

太
宗
（
事
は
太
宗
に
惟し

た
がふ

）」
と
は
、「
天
下
の
吏
民
は
三
日
で
喪

服
を
脱
げ
と
い
う
前
漢
文
帝
の
遺
詔
に
従
う
」
と
い
う
意
味
だ
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、こ
こ
で
張
栻
が
言
う「
以
日
易
月
」

と
は
、
服
喪
に
関
す
る
文
帝
の
遺
詔
の
指
示
を
指
す
も
の
と
見
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
漢
文
帝
の

服
喪
に
関
す
る
遺
詔
を
「
後
世
の
大
失
」
で
あ
る
と
見
て
い
た
張

栻
は
、
諸
葛
亮
が
「
前
漢
文
帝
の
遺
詔
に
基
づ
い
て
喪
に
服
す
よ

う
に
」
と
い
う
劉
備
の
遺
詔
に
従
う
よ
う
劉
禪
に
上
奏
し
た
こ
と

の
責
任
を
重
く
見
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
74
）	『
論
語
』
子
路
第
十
三
に
あ
る
「
名
不
正
則
言
不
順
、
言
不
順
則

事
不
成
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。

（
75
）	「
正
始
」
は
魏
の
年
号
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
解
釈

し
て
し
ま
う
と
、
正
始
は
西
暦
二
四
〇
～
二
四
九
年
に
用
い
ら
れ

た
年
号
で
あ
り
、
一
方
で
蜀
漢
の
滅
亡
は
西
暦
二
六
三
年
な
の
で
、

「
盡
後
主
末
年
、
始
係
魏
年
號
」
と
い
う
張
栻
の
主
張
と
は
計
算

が
あ
わ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
正
始
」
は
「
正
し
い
始
ま
り
」
あ
る

い
は
「
は
じ
め
を
正
し
く
す
る
」
の
意
で
解
釈
し
て
お
く
。

（
76
）	予　

每
に
陳
壽
の
私
に
し
て
且
つ
陋
な
る
を
恨
む
。
凡す
べ

て
侯
の
經

略
次
第
、
夫
の
微
を
燭
ら
し
患
を
消
し
、
國
を
治
め
人
を
用
ゐ
、
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軍
を
馭
し
て
師
を
行や

る
の
要
と
は
、
悉
く
闇
く
し
て
章
ら
か
な
ら

ず
。
幸
ひ
に
し
て
他
傳
及
び
裴
松
之
の
注
す
る
所
に
雜
見
さ
れ
た

れ
ば
、
因
っ
て
裒あ

つ

め
て
之
を
集あ
つ

め
、
敢
て
辭
を
飾
り
て
以
て
其
の

實
を
忘
れ
ず
。
其
の
妄
り
に
實
に
非
ざ
る
を
載
せ
る
者
は
、
則
ち

之
を
刪
る
。
庶こ

ひ
ね
が幾
は
く
は
讀
者　

以
て
侯
の
心
を
得
る
可
し
。
近

世　

鉅
公　

史
書
を
作
り
て
年
を
編
む
に
、
乃
ち
魏
の
年
號
を
以

て
漢
獻
の
統
に
接
ぐ
。
故
に
其
の
書
す
る
所
、
名　

正
し
か
ら
ず

し
て
言　

順
は
ず
。
予　

謂
ふ
に
、
獻
帝　

廢
さ
る
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
昭
烈
は
正
義
を
以
て
蜀
に
立
ち
、
武
侯　

之
を
輔
け
た
れ

ば
、
漢
統　

未
だ
地
に
墜
ち
ざ
る
な
り
。
要か

な
らず

後
主
の
末
年
を
盡

く
し
て
、
始
め
て
魏
の
年
號
に
係つ

な

ぎ
て
正
始
と
爲
さ
ん
。

（
77
）	習
鑿
齒
は
臨
終
の
上
疏
に
お
い
て
「
臣
每
謂
皇
晉
宜
越
魏
繼
漢
」

と
述
べ
、
晉
は
魏
で
は
な
く
漢
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う

主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
拙
著
『
中
国
知
識
人
の
三
國
志
像
』（
研

文
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
78
）	『
資
治
通
鑑
綱
目
』
は
、
蜀
漢
滅
亡
後
の
甲
申
（
二
六
四
）
か
ら

己
亥（
二
七
九
）は
元
号
を
採
用
せ
ず
干
支
の
み
表
記
し（
こ
の
間
、

魏
と
吳
の
年
号
は
、
干
支
表
記
の
下
に
割
注
で
記
さ
れ
る
）、
庚

子
（
二
八
〇
）
以
降
は
天
下
を
統
一
し
た
西
晉
の
年
号
を
採
用
す

る
、
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。

（
79
）	「
桓
」
は
欽
宗
の
諱
で
あ
っ
た
た
め
、
蕭
常
や
張
栻
の
生
き
た
時

代
で
は
避
諱
す
べ
き
字
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
（
前
掲
『
史
諱
擧

例
』
参
照
）、
こ
の
表
記
に
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
、
蕭
常
は
『
續

後
漢
書
』
の
別
の
箇
所
で
は
齊
の
桓
公
を
「
威
公
」
と
表
記
し
て

い
る
（
前
稿
一
参
照
）。

（
80
）	予　

既
に
侯
の
傳
を
作
り
て
以
て
新
安
の
朱
元
晦
に
示
す
や
、
元

晦　

予
に
當
に
管
・
樂
を
以
て
自
ら
許
す
の
事
を
載
せ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
を
以
て
し
、「
侯　

後
主
の
爲
に
申
・
韓
・
管
子
・
六
韜

の
書
を
寫
す
。
昭
烈
に
荊
・
益
を
取
り
、
以
て
伯
業
を
成
す
こ
と

を
勸
む
る
に
及
び
て
は
、
見
る
可
し
、
其
の
學
び
し
所　

未
だ
駁

雜
た
る
を
免
れ
ざ
る
を
」
と
謂
ふ
。
其
の
説
も
亦
た
美よ

し
。
而
れ

ど
も
予　

意
ふ
に
未
だ
盡
く
さ
ざ
る
者
有
り
。
侯
の
足
ら
ざ
る
所

の
者
は
、
學
な
り
。
予　

固
よ
り
謂
ふ
、
も
し
侯　

洙
・
泗
の
門

に
游
び
、
學
を
講
じ
て
以
て
是
を
終
る
を
得
ば
、
則
ち
至
る
所
は

又
た
予
の
知
る
所
に
非
ず
、
意
を
深
め
る
無
き
こ
と
不あ

ら

ず
と
。
然

し
て
侯
の
胸
中
の
存
す
る
所
は
、
誠
に
三
代
よ
り
以
下
の
人
物
の

睥
睨
す
可
き
に
非
ず
。
豈
に
管
・
樂
の
流
な
ら
ん
や
。
時
に
は
萬

變
有
り
、
而
し
て
事
に
は
大
綱
有
り
。
大
綱　

正
し
け
れ
ば
、
則

ち
其
の
變　

得
て
理を

さ

む
可
か
ら
ん
。
方
に
曹
氏　

簒
竊
せ
ん
と
す

る
の
際
、
孰
を
ば
天
下
の
大
綱
と
爲
さ
ん
か
、
其
れ
惟
だ
賊
を
誅

し
て
以
て
漢
室
を
復
す
る
も
の
の
み
。
侯　

既
に
身
を
以
て
帝
室

の
英
胄
に
從
ひ
、
強
弱
の
勢
を
顧
み
ず
、
允
に
此
の
綱
を
執
り
、

終
始　

渝か

は
ら
ず
。
管
・
樂　

其
れ
能
く
之
を
識
ら
ん
や
。
も
し

侯　

齊
桓
の
時
に
當
た
ら
ば
、
必
ず
能
く
天
下
を
率
ゐ
、
尊
王
の
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義
を
明
ら
か
に
し
、
王
室
を
恊
相
し
、
西
周
を
復
す
る
こ
と
を
期

せ
ん
。
其
れ
肯
へ
て
自
ら
其
の
國
を
富
ま
し
む
る
に
務
め
て
天
下

の
大
訓
を
忘
れ
ん
や
。
も
し
侯　

燕
昭
の
時
に
當
た
ら
ば
、
必
ず

能
く
名
を
正
し
國
を
定
め
、
其
の
民
人
を
撫
し
、
天
吏
と
爲
り
て

罪
有
る
を
討
ち
て
以
て
天
下
の
心
を
一
に
せ
ん
。
其
れ
肯
へ
て
一

時
の
近
効
に
趍は

し

り
、
志
は
土
地
珍
寳
に
在
り
て
自
ら
「
功
は
是
よ

り
大
な
る
は
莫
し
」
と
以お

爲も

は
ん
や
。
其
の
心
度　

侯
と
絶は
な
はだ

相

遼
邈
た
り
。
故
に
書
し
て
以
て
觀
聽
を
惑
は
す
を
欲
せ
ず
、
本
を

拔
き
源
を
塞
ぐ
の
意
な
り
。
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